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市議会だより

▲奈良県　東大寺総合文化センター　金鐘ホールにて
　「奈良と東北の子どもたち交流コンサート」

一般質問
あんなこと こんなこと 議論の足跡
平成30年度決算賛成・反対討論
議会のしくみ第3回定例会結果

TAG A J O

決算議会

今 回 の 表 紙

　友好都市締結10周年を記念し、夏休み中に、山王小学
校ほなみ合唱団と市内小学６年生の希望者28人が奈良
を訪問してきました。２日間の市内の子どもたち同士の交
流を通して、初めて会ったときは緊張していたようですが、
徐々に仲良くなり、楽しく過ごすことができました。
　また、奈良だけではなく、他の県の子どもたちとも歌を
通して交流してきました。東大寺の金鐘ホールでは、
「Believe」「南風に乗って」「小さな花」の３曲を発表し、見
てくださった方々から大きな拍手を頂きました。

　さらに、燈花会散策や奈良公園での鹿寄せ、東大寺の大
仏殿での歌の奉納なども行い、子どもたちは貴重な体験
をしてくることができました。子どもたちからも、「たくさ
んの人と交流ができて楽しかった。」「普通の人が行けない
ような所に行くことができてうれしかった。」などの感想が
ありました。
　最後になりましたが、市の方々のたくさんの支援があ
り、大きな事故もなく終えることができました。心より感
謝いたします。

（多賀城市立山王小学校　多胡　遼子　教諭）

▲東大寺にて ▲奈良公園にて
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奈良と東北の子どもたちの
交流コンサート

議会新体制発足

　今からおおよそ1270年前、奈
良の大仏様に塗る黄金が不足して
いた時、涌谷町で発見された黄金
900両（約13kg）を陸奥守百済王
敬福（むつのかみくだらのこにき
しきょうふく）が献上したことから
続くご縁で平成２２年、本市と奈
良市が友好都市を締結して交流
を行っています。昨年の東大寺展
の折には奈良市の皆さんが本市
を訪れ「奈良と東北の子どもたち

交流コンサート」が行われました。今年の８月10日、１１日に、招待を受け市内小学生28名が参加し素晴らしい歌声を大
仏様の前で披露したとのことです。今後とも素晴らしい交流を続けていただきたいと思います。
　以下は引率していただいた多胡遼子先生に子どもたちの様子を一筆お願いいたしました。

（レポーター　鈴木　新津男）
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新時代 令和！
市議会も決意新たに！
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文教厚生常任委員会

建設水道常任委員会

　９月２０日に開会した定例会初日に、議長、副議長を投票により決
めました。
　また、９月２５日には、各組合等議会議員の選挙、常任委員会及び
議会運営委員会の選任を行い、９月２６日には、予算特別委員会、決
算特別委員会、東日本大震災調査特別委員会、多賀城創建1300
年事業特別委員会、広報特別委員会の委員の選任を行いました。

　市の政策のうち、総合計画や財政、産業経済の振興、
税金、生活環境などに関する仕事を調査し、市民の立場
から提言もしていきます。

　市の政策のうち、小中学校の教育、芸術文化の向上、健
康や福祉などに関する仕事を調査し、市民代表の立場から
提言もしていきます。

　市の政策のうち、水道の仕事や道路、公園、住宅、下水道
などに関する仕事を調査し、市民代表の立場から提言もし
ていきます。
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新議員18人を紹介します
任期：令和元年９月１１日～令和５年９月１０日

1 遠藤　秋雄
①日本共産党多賀城市議団
②八幡1-4-9
③090-3980-6591
④１回

えん どう あき  お

2 中田　定行
①日本共産党多賀城市議団
②東田中1-14-14
③368-1338
④２回

なか   だ さだ  ゆき

3 佐藤　雅博
①自由民主党多賀城市議団
②市川字大畑１２
③368-0080
④２回

さ   とう まさ  ひろ

5 米澤　まき子
①自由民主党多賀城市議団
②大代2-4-15
③361-1788
④４回

よね  ざわ ま    き    こ

6 森　長一郎
①自由民主党多賀城市議団
②下馬4-1-25
③364-3802
④６回

もり ちょう いち  ろう

8 佐藤　惠子
①日本共産党多賀城市議団
②大代4-9-16-202
③367-0182
④６回

さ   とう けい   こ

9 戸津川　晴美
①日本共産党多賀城市議団
②伝上山3-31-1-910
③778-7047
④４回

と     つ   かわ はる   み

すず   き し　 ず　 お

4 鈴木　新津男
①自由民主党多賀城市議団
②高橋2-5-31
③368-5794
④２回

10 吉田　瑞生
①自由民主党多賀城市議団
②鶴ヶ谷1-8-6
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④９回
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11 阿部　正幸
①公明党多賀城市議団
②東田中2-23-3-306
③781-8577
④３回
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④２回
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④７回
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③309-3824
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④４回
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①無所属の会
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④３回

え  ぐち まさ  お

議席番号　氏名
①会派
②住所
③連絡先
④当選回数
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一般会計及び特別会計決算

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

下水道事業

32,968,602,455 

5,661,485,813 

577,289,624 

3,921,597,595 

8,258,338,777 

51,387,314,264 

29,945,423,550 

5,658,043,011 

571,727,212 

3,772,145,461 

6,365,721,309 

46,313,060,543 

3,023,178,905 

3,442,802 

5,562,412 

149,452,134 

1,892,617,468 

5,074,253,721 

単位：円

歳入決算額 歳出決算額 差し引き額区　　分

合計

一般会計

特
別
会
計

財政状況

0.695

101.9%

5.0%

0.686

102.3%

5.7%

1.000に近いほど財政力がある

80%を超えると財政の弾力性を失いつつある

10%を超さないのが望ましい

30年度 29年度 備　考区　　分

財政力指数

経常収支比率

公債費比率

※早期健全化基準は、早期健全化・再生の必要性を判断するための基準であり、この基準以上である場合には、
　当該健全化判断比率を公表した年度の末日までに「財政健全化計画」を定めなければなりません。

財政健全化判断比率 （水道、下水道会計を除く）

－

－

8.1%

－

－

－

9.1%

6.4%

黒字のため「－」表示

黒字のため「－」表示

30年度 29年度

 13.01%

18.01%

25.00%

350.00%

早期健全化基準 備　考区　　分

実質赤字比率

連結実績赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

※資本的収支不足額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。 

水道事業会計決算

1,792,825,714

68,707,891

1,664,863,802

485,664,603

収　入 支　出

 127,961,912

-416,956,712

差し引き額区　　分

収益的収支（消費税など抜き）

資本的収支（消費税など込み）

単位：円

復興の総仕上げに向けて
震災復興計画「発展期」 初年度の決算認定

●浸水対策下水道整備事業
●緊急避難路・物流路（清水沢多賀城線）整備事業
●緊急避難路・物流路（笠神八幡線）整備事業

　９月２０日（金）から１０月１５日（火）まで、２６日間
の会期で第３回定例会を開催しました。
　今議会の焦点は平成３０年度決算の審査でした。市
民の税金がどのように使われ、その結果どのような成
果を生み出したか審査しました。その他人事4件、条
例４件、補正予算案４件、工事4件の審議などを行い
ました。

充当可能財源等の額が将来負担額を
上回り負の値になるため「－」表示

▲清水沢多賀城線（八幡地内）

平成30年度事業の特徴は…
※本市の経常収支比率が100%を超えていることは、財政運営上留意するべき状況で、支出の削減などによる改善に
　努めていかなければなりませんが、実際、経常的な事業以外にも対応することができています。

♦文化芸術の創造性をまちづくりに活かす「ＴＡＧＡＹＡＳＵプロジェクト」
●シティブランドブラッシュアッププロジェクト事業
●市民文化創造・交流プロジェクト推進事業
●多賀城グルメブランド拡大戦略事業

♦さんみらい多賀城・復興団地
●整備と企業誘致　１１社中８社が操業開始

♦子育て支援「たがじょうで たのしく そだつ プロジェクト」
●母子健康包括支援事業（多賀城版ネウボラ）
●保育所１カ所新設

学校環境の整備
●小中学校保健室のエアコン整備
●中学校トイレの洋式化

まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み

復興事業

決
算
議
会

決
算
議
会

06たがじょう　市議会だより07 たがじょう　市議会だより
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第３回定例会　表決一覧

第3回定例会　市長が提出した議案

案
件
等
の
番
号

審
議
結
果

伏
谷

　修
一

竹
谷

　英
昭

昌
浦

　泰
已

板
橋

　惠
一

雨
森

　修
一

江
口

　正
夫

根
本

　朝
栄

齋
藤

　裕
子

阿
部

　正
幸

戸
津
川
晴
美

佐
藤

　惠
子

中
田

　定
行

遠
藤

　秋
雄

吉
田

　瑞
生

森

　長
一
郎

米
澤
ま
き
子

鈴
木
新
津
男

佐
藤

　雅
博

自由民主党 日本共産党 公明党 市多 新無

○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 ○ ○ ○ 退 退 退 退 退
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

第3回定例会　表決一覧 （各議員が出した結論）

※

表示の説明　賛成は○　反対は×　議場からの退出は退　※議長は公正中立の立場から表決に加わりません。
　　　　 自由民主党＝自由民主党多賀城市議団　日本共産党＝日本共産党多賀城市議団
　　　　 公明党＝公明党多賀城市議団　無＝無所属の会　多＝多賀城市民の会　市＝市民クラブ　新＝新世紀クラブ
※伏谷議長は公正を期すため無会派になります。

会派名

陳情

【提出先】 宮城県知事、宮城県企業局公営企業管理者

宮城県が進める「みやぎ型管理運営方式」に対し、十分な情報公開と熟議による審議を
求める意見書

意見書

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて

教育長に麻生川敦（あそかわ あつし）氏を任命することに同意しました。

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

教育委員会委員に樋渡奈奈子（ひわたり ななこ）氏を任命することに同意しました。

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員に内海啓二（うつみ けいじ）氏を選任することに同意しました。

多賀城市印鑑条例の一部を改正する条例について

多賀城市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

平成30年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金及び資本剰余金の処分について

平成30年度多賀城市一般会計決算及び各特別会計決算の認定について

平成30年度多賀城市水道事業会計決算の認定について

平成31年度多賀城市一般会計補正予算（第３号）

平成31年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成31年度多賀城市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成31年度多賀城市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

監査委員の選任につき同意を求めることについて

監査委員に板橋惠一議員を選任することに同意しました。

工事請負契約の締結について（平成30年度小中学校エアコン整備（その１）工事）

工事請負契約の締結について（平成30年度小中学校エアコン整備（その２）工事）

工事請負契約の締結について（平成30年度小中学校エアコン整備（その３）工事）

工事請負契約の締結について（平成30年度特別史跡多賀城南門等復元工事）

国が定める印鑑登録証明事務処理要領において、旧姓による印鑑登録が可能となったことから、
所要の改正を行いました。

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化などを図るための関係法律の整備に関する法律の
制定に伴い、所要の改正を行いました。

多賀城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

保育料に含まれていた副食費に対する利用児童の保護者負担の取扱いなどについて、
所要の改正を行いました。

水道法の一部を改正する法律等の公布に伴い、指定給水装置工事事業者の指定に更新制が
導入されることから、所要の改正を行いました。

市議会が県へ意見書を提出しました。

同 意
同 意
同 意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同 意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

令和２年度 理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
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第３回定例会　表決一覧

第3回定例会　市長が提出した議案

案
件
等
の
番
号

審
議
結
果

伏
谷

　修
一

竹
谷

　英
昭

昌
浦

　泰
已

板
橋

　惠
一

雨
森

　修
一

江
口

　正
夫

根
本

　朝
栄

齋
藤

　裕
子

阿
部

　正
幸

戸
津
川
晴
美

佐
藤

　惠
子

中
田

　定
行

遠
藤

　秋
雄

吉
田

　瑞
生

森

　長
一
郎

米
澤
ま
き
子

鈴
木
新
津
男

佐
藤

　雅
博

自由民主党 日本共産党 公明党 市多 新無

○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 ○ ○ ○ 退 退 退 退 退
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

第3回定例会　表決一覧 （各議員が出した結論）

※

表示の説明　賛成は○　反対は×　議場からの退出は退　※議長は公正中立の立場から表決に加わりません。
　　　　 自由民主党＝自由民主党多賀城市議団　日本共産党＝日本共産党多賀城市議団
　　　　 公明党＝公明党多賀城市議団　無＝無所属の会　多＝多賀城市民の会　市＝市民クラブ　新＝新世紀クラブ
※伏谷議長は公正を期すため無会派になります。

会派名

陳情

【提出先】 宮城県知事、宮城県企業局公営企業管理者

宮城県が進める「みやぎ型管理運営方式」に対し、十分な情報公開と熟議による審議を
求める意見書

意見書

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて

教育長に麻生川敦（あそかわ あつし）氏を任命することに同意しました。

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

教育委員会委員に樋渡奈奈子（ひわたり ななこ）氏を任命することに同意しました。

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員に内海啓二（うつみ けいじ）氏を選任することに同意しました。

多賀城市印鑑条例の一部を改正する条例について

多賀城市水道事業給水条例の一部を改正する条例について

平成30年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金及び資本剰余金の処分について

平成30年度多賀城市一般会計決算及び各特別会計決算の認定について

平成30年度多賀城市水道事業会計決算の認定について

平成31年度多賀城市一般会計補正予算（第３号）

平成31年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成31年度多賀城市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成31年度多賀城市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

監査委員の選任につき同意を求めることについて

監査委員に板橋惠一議員を選任することに同意しました。

工事請負契約の締結について（平成30年度小中学校エアコン整備（その１）工事）

工事請負契約の締結について（平成30年度小中学校エアコン整備（その２）工事）

工事請負契約の締結について（平成30年度小中学校エアコン整備（その３）工事）

工事請負契約の締結について（平成30年度特別史跡多賀城南門等復元工事）

国が定める印鑑登録証明事務処理要領において、旧姓による印鑑登録が可能となったことから、
所要の改正を行いました。

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条例について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化などを図るための関係法律の整備に関する法律の
制定に伴い、所要の改正を行いました。

多賀城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

保育料に含まれていた副食費に対する利用児童の保護者負担の取扱いなどについて、
所要の改正を行いました。

水道法の一部を改正する法律等の公布に伴い、指定給水装置工事事業者の指定に更新制が
導入されることから、所要の改正を行いました。

市議会が県へ意見書を提出しました。

同 意
同 意
同 意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同 意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
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本
市
は
人
口
移
動
率
が
激
し
く
、核

家
族
世
帯
が
多
い
う
え
に
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
も
あ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
た
め
、「
親
子
で
防
災
・
減
災
」講
座
、

「
防
災
サ
ロ
ン
」、マ
マ
の
交
流
広
場
で
あ
る

「
た
が
マ
マ
パ
ー
テ
ィ
」、父
親
の
子
育
て
参

加
を
促
す「
パ
パ
と
遊
ぼ
う
」、親
子
ク
ッ
キ

ン
グ
を
実
施
し
、子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
相

談
日
を
定
期
的
に
設
定
し
ま
し
た
。さ
ら
に

今
年
度
は
、祖
父
母
の
育
児
参
加
を
促
す
た

め
、祖
父
母
手
帳
を
用
い
た「
じ
い
じ
・
ば
あ

ば
の
お
茶
っ
こ
カ
フ
ェ
」を
実
施
す
る
な
ど
、

本
市
の
特
徴
に
合
っ
た
課
題
を
克
服
で
き
る

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

８
月
の
参
加
率
は
他
の
月
と
比
べ
て

低
か
っ
た
の
で
す
が
、昨
年
の
夏
は
大

変
暑
い
日
が
続
い
た
た
め
参
加
率
が
下
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
率
を
上
げ
て
い
く
上
で
、ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
し

た
か
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
に
よ
り
活
用
し
て
い
る
セ
ル
フ

プ
ラ
ン
の
子
育
て
冊
子
に
掲
載
を
し
、個
別

に
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。令
和
元
年

度
の
10
月
で
は
、80
・９
％
と
参
加
率
の
効
果

が
出
て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業

自
由
来
館
者
、事
業
参
加
者
数
が
減

少
し
た
要
因
は
な
ん
で
す
か
。

移
転
新
築
後
３
年
目
を
迎
え
、施
設

の
認
知
度
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
か

ら
、地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
本
来
の
目

的
で
あ
る
子
育
て
の
不
安
感
や
負
担
感
解

消
の
た
め
の
事
業
を
優
先
的
に
取
り
入
れ

た
こ
と
が
要
因
で
す
。

取
り
組
み
事
業
の
内
容
は
何
で
す

か
。

自
立
相
談
支
援
事
業

相
談
件
数
、解
決
件
数
が
伸
び
た
要

因
は
何
で
す
か
。

民
生
委
員
や
行
政
区
と
の
連
携
に

よ
り
事
業
の
認
知
度
が
高
ま
り
相

談
に
結
び
付
き
ま
し
た
。ま
た
、様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、各
関
係
機
関
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
、民
生
委
員
を
は
じ

め
、外
部
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
解
決

に
結
び
付
き
ま
し
た
。

相
談
件
数
が
増
え
る
中
、支
援
員
が

２
名
で
大
丈
夫
な
の
で
す
か
。

被
災
者
支
援
総
合
事
業
の
多
賀
城

市
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
ト
ゥ
イ
ン

ク
ル
た
が
じ
ょ
う
）や
生
活
保
護
担
当
部
署

を
は
じ
め
各
担
当
部
署
と
連
携
を
重
視
し

な
が
ら
対
応
し
て
お
り
、現
在
の
と
こ
ろ
充

足
し
て
い
ま
す
。

１
歳
児
育
児
体
験
事
業

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
の
事
業
は
、満
足
度
調

査
で
は
、99
％
と
大
変
好
評
で
あ
り
ま
す
が
、

参
加
率
が
49
・
７
％
と
低
く
な
っ
た
要
因
は

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

空
き
家
な
ど
に
関
す
る
苦
情
件
数

が
増
加
し
て
い
る
中
で
、空
き
家
の

近
隣
住
民
は
、雑
草
の
繁
茂
や
樹
木
の
枯
れ

枝
・
落
ち
葉
な
ど
に
よ
る
生
活
上
の
被
害
を

受
け
て
困
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
対
応
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

空
き
家
や
空
き
地
の
管
理
は
、そ
の

所
有
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
、

近
隣
住
民
が
困
っ
て
い
る
の
で
早
急
に
改
善

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、文
書
を
郵
送
し
依
頼

し
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
改
善
が
図
ら
れ
な

い
場
合
は
、再
度
文
書
を
郵
送
し
早
急
に
改

善
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
す
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

周
辺
住
民
か
ら
も
工
事
の
進
捗
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、工
事
の
予
定
に
つ
い
て
、周
知
さ
せ
て

は
い
か
が
で
す
か
。

工
事
が
再
開
す
る
こ
と
か
ら
、住
民

へ
周
知
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
指
導
隊

令
和
２
年
４
月
の
制
度
改
正
に
伴

い
、隊
員
の
方
々
の
活
動
、身
分
、災

害
補
償
、報
酬
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

今
ま
で
と
同
様
に
活
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。身
分

に
つ
い
て
は
会
計
年
度
任
用
職
員
、報
酬
は

時
間
給
に
変
わ
り
ま
す
。現
在
検
討
中
の
た

め
、決
定
次
第
ご
報
告
し
ま
す
。

空
家
等
対
策
事
業

本
市
の
空
き
家
は
、現
在
ど
の
く
ら

い
あ
り
ま
す
か
。

現
在
、外
観
か
ら
空
き
家
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
棟
数
は
１
５
７
棟
で
、そ

の
う
ち
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
空

き
家
は
22
棟
で
す
。

30
年
度
の
不
用
額
は
19
億
１
千
万

円
と
な
り
、前
年
度
に
比
べ
て
41
％

増
の
大
幅
な
上
昇
と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の

主
要
な
要
因
は
何
で
す
か
。

復
興
事
業
の
緊
急
避
難
路・物
流
路

の
清
水
沢
多
賀
城
線
の
一
部
工
事

の
遅
延
に
よ
る
予
算
の
執
行
残
、東
豊
中
学

校
体
育
館
改
修
に
対
す
る
国
の
補
助
金
決

定
の
遅
れ
に
よ
る
予
算
執
行
残
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

※

不
用
額
と
は
、予
算
現
額
か
ら
支
出
済
額

と
翌
年
度
繰
越
額
を
差
し
引
い
た
残
額
で
、

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、不
用
額
が
出
な

い
よ
う
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、予
期

し
な
い
事
情
な
ど
も
あ
っ
て
不
用
額
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

税
収
入
増
の
要
因

平
成
30
年
度
税
収
が
対
前
年
度
よ

り
伸
び
が
見
ら
れ
た
税
目
に
つ
い

て
、要
因
は
何
で
す
か
。

個
人
市
民
税
は
給
与
の
伸
び
と
納

税
義
務
者
の
増
加
が
要
因
で
す
。固

定
資
産
税
は
課
税
地
籍
の
増
と
新
築
住
宅

棟
数
の
伸
び
で
す
。軽
自
動
車
税
は
新
税
率

の
適
用
台
数
増
と
重
課
税
率
の
台
数
増
に

よ
り
ま
す
。

多
賀
城
市
防
災
緑
地

整
備
事
業

本
事
業
は
一
部
の
基
盤
整
備
事
業

が
完
了
し
て
い
る
も
の
の
、整
備
面

積
は
０
％
で
進
ん
で
い
な
い
が
、本
格
的
な

整
備
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
か
。

基
盤
整
備
の
未
整
備
箇
所
と
植
栽

工
事
を
今
年
度
11
月
か
ら
実
施
し
、

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

あんなこと こんなこと
あしあと議論の足跡

◆
決
算
特
別
委
員
会
◆

市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
第3回定例会では、決算特別委員会と予算特別委員会において、
市当局との間で主に次のような質疑が行われました。

不
用
額
の
上
昇

答 質…

質
問

…

回
答
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質

質質質
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本
市
は
人
口
移
動
率
が
激
し
く
、核

家
族
世
帯
が
多
い
う
え
に
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
も
あ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
た
め
、「
親
子
で
防
災
・
減
災
」講
座
、

「
防
災
サ
ロ
ン
」、マ
マ
の
交
流
広
場
で
あ
る

「
た
が
マ
マ
パ
ー
テ
ィ
」、父
親
の
子
育
て
参

加
を
促
す「
パ
パ
と
遊
ぼ
う
」、親
子
ク
ッ
キ

ン
グ
を
実
施
し
、子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
相

談
日
を
定
期
的
に
設
定
し
ま
し
た
。さ
ら
に

今
年
度
は
、祖
父
母
の
育
児
参
加
を
促
す
た

め
、祖
父
母
手
帳
を
用
い
た「
じ
い
じ
・
ば
あ

ば
の
お
茶
っ
こ
カ
フ
ェ
」を
実
施
す
る
な
ど
、

本
市
の
特
徴
に
合
っ
た
課
題
を
克
服
で
き
る

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

８
月
の
参
加
率
は
他
の
月
と
比
べ
て

低
か
っ
た
の
で
す
が
、昨
年
の
夏
は
大

変
暑
い
日
が
続
い
た
た
め
参
加
率
が
下
が
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
率
を
上
げ
て
い
く
上
で
、ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
し

た
か
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
に
よ
り
活
用
し
て
い
る
セ
ル
フ

プ
ラ
ン
の
子
育
て
冊
子
に
掲
載
を
し
、個
別

に
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。令
和
元
年

度
の
10
月
で
は
、80
・９
％
と
参
加
率
の
効
果

が
出
て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業

自
由
来
館
者
、事
業
参
加
者
数
が
減

少
し
た
要
因
は
な
ん
で
す
か
。

移
転
新
築
後
３
年
目
を
迎
え
、施
設

の
認
知
度
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
か

ら
、地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
本
来
の
目

的
で
あ
る
子
育
て
の
不
安
感
や
負
担
感
解

消
の
た
め
の
事
業
を
優
先
的
に
取
り
入
れ

た
こ
と
が
要
因
で
す
。

取
り
組
み
事
業
の
内
容
は
何
で
す

か
。

自
立
相
談
支
援
事
業

相
談
件
数
、解
決
件
数
が
伸
び
た
要

因
は
何
で
す
か
。

民
生
委
員
や
行
政
区
と
の
連
携
に

よ
り
事
業
の
認
知
度
が
高
ま
り
相

談
に
結
び
付
き
ま
し
た
。ま
た
、様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、各
関
係
機
関
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
、民
生
委
員
を
は
じ

め
、外
部
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
解
決

に
結
び
付
き
ま
し
た
。

相
談
件
数
が
増
え
る
中
、支
援
員
が

２
名
で
大
丈
夫
な
の
で
す
か
。

被
災
者
支
援
総
合
事
業
の
多
賀
城

市
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
ト
ゥ
イ
ン

ク
ル
た
が
じ
ょ
う
）や
生
活
保
護
担
当
部
署

を
は
じ
め
各
担
当
部
署
と
連
携
を
重
視
し

な
が
ら
対
応
し
て
お
り
、現
在
の
と
こ
ろ
充

足
し
て
い
ま
す
。

１
歳
児
育
児
体
験
事
業

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
の
事
業
は
、満
足
度
調

査
で
は
、99
％
と
大
変
好
評
で
あ
り
ま
す
が
、

参
加
率
が
49
・
７
％
と
低
く
な
っ
た
要
因
は

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

空
き
家
な
ど
に
関
す
る
苦
情
件
数

が
増
加
し
て
い
る
中
で
、空
き
家
の

近
隣
住
民
は
、雑
草
の
繁
茂
や
樹
木
の
枯
れ

枝
・
落
ち
葉
な
ど
に
よ
る
生
活
上
の
被
害
を

受
け
て
困
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
対
応
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

空
き
家
や
空
き
地
の
管
理
は
、そ
の

所
有
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
、

近
隣
住
民
が
困
っ
て
い
る
の
で
早
急
に
改
善

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、文
書
を
郵
送
し
依
頼

し
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
改
善
が
図
ら
れ
な

い
場
合
は
、再
度
文
書
を
郵
送
し
早
急
に
改

善
し
て
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
す
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

周
辺
住
民
か
ら
も
工
事
の
進
捗
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、工
事
の
予
定
に
つ
い
て
、周
知
さ
せ
て

は
い
か
が
で
す
か
。

工
事
が
再
開
す
る
こ
と
か
ら
、住
民

へ
周
知
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
指
導
隊

令
和
２
年
４
月
の
制
度
改
正
に
伴

い
、隊
員
の
方
々
の
活
動
、身
分
、災

害
補
償
、報
酬
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

今
ま
で
と
同
様
に
活
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。身
分

に
つ
い
て
は
会
計
年
度
任
用
職
員
、報
酬
は

時
間
給
に
変
わ
り
ま
す
。現
在
検
討
中
の
た

め
、決
定
次
第
ご
報
告
し
ま
す
。

空
家
等
対
策
事
業

本
市
の
空
き
家
は
、現
在
ど
の
く
ら

い
あ
り
ま
す
か
。

現
在
、外
観
か
ら
空
き
家
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
棟
数
は
１
５
７
棟
で
、そ

の
う
ち
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
空

き
家
は
22
棟
で
す
。

30
年
度
の
不
用
額
は
19
億
１
千
万

円
と
な
り
、前
年
度
に
比
べ
て
41
％

増
の
大
幅
な
上
昇
と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の

主
要
な
要
因
は
何
で
す
か
。

復
興
事
業
の
緊
急
避
難
路・物
流
路

の
清
水
沢
多
賀
城
線
の
一
部
工
事

の
遅
延
に
よ
る
予
算
の
執
行
残
、東
豊
中
学

校
体
育
館
改
修
に
対
す
る
国
の
補
助
金
決

定
の
遅
れ
に
よ
る
予
算
執
行
残
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

※

不
用
額
と
は
、予
算
現
額
か
ら
支
出
済
額

と
翌
年
度
繰
越
額
を
差
し
引
い
た
残
額
で
、

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、不
用
額
が
出
な

い
よ
う
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、予
期

し
な
い
事
情
な
ど
も
あ
っ
て
不
用
額
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

税
収
入
増
の
要
因

平
成
30
年
度
税
収
が
対
前
年
度
よ

り
伸
び
が
見
ら
れ
た
税
目
に
つ
い

て
、要
因
は
何
で
す
か
。

個
人
市
民
税
は
給
与
の
伸
び
と
納

税
義
務
者
の
増
加
が
要
因
で
す
。固

定
資
産
税
は
課
税
地
籍
の
増
と
新
築
住
宅

棟
数
の
伸
び
で
す
。軽
自
動
車
税
は
新
税
率

の
適
用
台
数
増
と
重
課
税
率
の
台
数
増
に

よ
り
ま
す
。

多
賀
城
市
防
災
緑
地

整
備
事
業

本
事
業
は
一
部
の
基
盤
整
備
事
業

が
完
了
し
て
い
る
も
の
の
、整
備
面

積
は
０
％
で
進
ん
で
い
な
い
が
、本
格
的
な

整
備
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
か
。

基
盤
整
備
の
未
整
備
箇
所
と
植
栽

工
事
を
今
年
度
11
月
か
ら
実
施
し
、

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

あんなこと こんなこと
あしあと議論の足跡

◆
決
算
特
別
委
員
会
◆

市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
第3回定例会では、決算特別委員会と予算特別委員会において、
市当局との間で主に次のような質疑が行われました。

不
用
額
の
上
昇

答 質…

質
問

…

回
答

答 質

質

質質質

質質 答

答
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答
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す
る
備
蓄
品
は
公
助
と
し
て
、市
が
提
供
し

て
い
ま
す
か
。

公
助
と
し
て
、市
が
準
備
を
し
て
い

ま
す
備
蓄
品
は
、各
小
中
学
校
、文

化
セ
ン
タ
ー
、総
合
体
育
館
、災
害
公
営
住

宅
４
カ
所
の
計
16
カ
所
に
分
散
備
蓄
し
て
お

り
、各
地
区
の
集
会
所
な
ど
の
指
定
緊
急
避

難
場
所（
一
時
避
難
所
）に
は
提
供
し
て
い
ま

せ
ん
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の

進
ち
ょ
く
率
は
。

小
学
校
６
校
、中
学
校
４
校
で
現

在
の
洋
式
化
率
は
全
体
で
約
51
％

で
す
。校
舎
の
大
規
模
改
修
な
ど
に
合
わ
せ

て
、洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。今
後
の
大
規
模
改
修
計
画
は
、多
賀
城

東
小
学
校
が
令
和
２
年
度
以
降
、山
王
小
学

校
が
令
和
４
年
度
以
降
、多
賀
城
中
学
校
が

令
和
７
年
度
以
降
、多
賀
城
八
幡
小
学
校
が

令
和
８
年
度
以
降
の
計
画
で
す
。

早
め
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
補
正
予
算
特
別
委
員
会

災
害
用
備
蓄
品
整
備
事
業

各
地
区
の
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
は

市
が
提
供
し
て
い
ま
す
か
。

各
地
区
の
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
は

一
部
の
資
機
材
を
除
き
、共
助
の
取

り
組
み
と
し
て
、必
要
な
品
目
・
数
を
自
主

防
災
組
織（
町
内
会
）で
準
備
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
集
会
所
な
ど
の
指
定
緊

急
避
難
場
所（
一
時
避
難
所
）に
対

歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画

本
事
業
の
一
環
と
し
て
、興
井
の
水

質
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の

成
果
は
不
十
分
で
あ
り
、今
後
ど
の
よ
う
に

改
善
が
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

興
井
の
底
面
の
改
善
工
事
と
水
質

改
善
の
た
め
水
道
水
を
注
水
し
て

き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
改
善
効
果
を
高
め
る

た
め
に
、今
年
度
は
、浄
化
作
用
の
あ
る
化

学
素
材
の
多
孔
質
の
石
を
敷
く
こ
と
に
よ

り
、更
な
る
水
質
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

当
初
の
計
画
で
は
、末
の
松
山
浄
水

場
の
余
剰
水
に
よ
る
水
質
改
善
の

市
立
図
書
館

管
理
運
営
事
業

図
書
館
利
用
登
録
者
数
も
増
加
し
、

図
書
館
事
業
お
よ
び
参
加
者
数
が

前
年
度
よ
り
２
倍
近
く
に
増
え
て
い
ま
す

が
、講
座
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
で

す
か
。

そ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。

開
催
し
た
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
、好
評
だ
っ
た
も
の
は
何
で
す
か
。

本
に
直
接
関
係
し
た
事
業
と
し
て
、

個
人
や
有
志
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

た
め
の
通
水
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

末
の
松
山
浄
水
場
か
ら
興
井
ま
で
余

剰
水
を
導
入
し
て
水
質
改
善
を
図

る
計
画
は
、多
額
の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、当
該
興
井
に
接
し
て
い
る
市
道
馬
場

線
に
埋
設
の
口
径
１
０
０
㎜
配
水
管
か
ら
分

岐
し
た
排
泥
管
口
径
50
㎜
を
活
用
し
て
、定
期

的
に
水
道
水
を
注
水
す
る
水
質
改
善
策
を

平
成
30
年
５
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
確
保

通
学
路
の
指
定
は
誰
が
行
い
ま
す

か
。

校
長
が
行
い
、教
育
委
員
会
が
助

言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

登
下
校
時
の
事
故
、怪
我
の
際
は
保

険
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
保
険
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

上
限
30
万
円
の
補
助
事
業
の
利
用

制
度
が
あ
り
ま
す
。現
在
８
件
の

申
請
が
あ
り
ま
す
。

公
立
保
育
所
管
理
運
営

待
機
児
童
が
過
去
最
大
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

多
賀
城
市
の
待
機
児
童
は
、平
成
31

年
度
は
過
去
最
大
で
１
０
３
名
に

な
っ
て
い
ま
す
。内
訳
は
、０
歳
児
と
１
歳
児
・

２
歳
児
で
98
名
、３
歳
児
以
上
が
５
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。施
設
整
備
や
保
育
士
の
待
遇
改

善
に
よ
り
、待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
５
カ

年
計
画
を
進
行
中
で
す
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
、保
育
無
償
化

の
政
策
に
伴
う
、副
食
費
の
実
費
負

担
へ
の
対
応
は
ど
う
で
す
か
。

令
和
元
年
５
月
の
法
改
正
で
も
あ

る
の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
と
多
賀
城

の
認
可
外
も
含
め
て
全
て
の
保
育
所
を
中

心
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
ほ
か
、広
報
誌
に

折
り
込
み
を
す
る
な
ど
市
民
全
員
に
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。副
食
費
に
関
し
て
は

国
の
基
準
で
、

多
賀
城
の
場
合

は
実
費
負
担
で

月
額
４
，５
０
０

円
で
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の

レ
ス
ト
ラ
ン

文
化
セ
ン
タ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
い

つ
利
用
で
き
ま
す
か
。

何
件
か
応
募
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
空
い
た
状
態
で
す
。引

き
続
き
募
集
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
店
舗
に
な
る
原
因
は
調
べ
て
い

ま
す
か
。

年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
が
難

し
い
こ
と
、回
転
率
が
上
が
ら
な
い

な
ど
の
採
算
性
に
課
題
が
あ
る
こ
と
で
す
。

本
腰
を
入
れ
て
文
化
セ
ン
タ
ー
に

人
が
集
ま
る
雰
囲
気
を
作
る
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

少
部
数
の
Ｚ
ｉ
ｎｅ
の
展
示
会
、ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
、子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
と
し
て
、

読
書
通
帳
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
方
に
対
す

る
読
書
通
帳
表
彰
式
の
開
催
や
、読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
、展
示
会
や

多
賀
城
市
内
の
震
災
の
歴
史
や
復
旧
復
興

に
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
か
を
紹
介
す
る

「
３・
１１
あ
の
日
を
わ
す
れ
な
い
伝
え
よ
う
千

年
後
の
未
来
へ
」な
ど
で
す
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
集
客
だ
け
で

な
く
、読
書
意
欲
に
結
び
付
け
る
こ

と
に
つ
い
て
の
検
討
は
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
と
図
書
館
と
で
定
期

的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、そ
の

都
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、次
年
度

に
反
映
で
き
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。　
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す
る
備
蓄
品
は
公
助
と
し
て
、市
が
提
供
し

て
い
ま
す
か
。

公
助
と
し
て
、市
が
準
備
を
し
て
い

ま
す
備
蓄
品
は
、各
小
中
学
校
、文

化
セ
ン
タ
ー
、総
合
体
育
館
、災
害
公
営
住

宅
４
カ
所
の
計
16
カ
所
に
分
散
備
蓄
し
て
お

り
、各
地
区
の
集
会
所
な
ど
の
指
定
緊
急
避

難
場
所（
一
時
避
難
所
）に
は
提
供
し
て
い
ま

せ
ん
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
率

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の

進
ち
ょ
く
率
は
。

小
学
校
６
校
、中
学
校
４
校
で
現

在
の
洋
式
化
率
は
全
体
で
約
51
％

で
す
。校
舎
の
大
規
模
改
修
な
ど
に
合
わ
せ

て
、洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。今
後
の
大
規
模
改
修
計
画
は
、多
賀
城

東
小
学
校
が
令
和
２
年
度
以
降
、山
王
小
学

校
が
令
和
４
年
度
以
降
、多
賀
城
中
学
校
が

令
和
７
年
度
以
降
、多
賀
城
八
幡
小
学
校
が

令
和
８
年
度
以
降
の
計
画
で
す
。

早
め
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
補
正
予
算
特
別
委
員
会

災
害
用
備
蓄
品
整
備
事
業

各
地
区
の
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
は

市
が
提
供
し
て
い
ま
す
か
。

各
地
区
の
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
は

一
部
の
資
機
材
を
除
き
、共
助
の
取

り
組
み
と
し
て
、必
要
な
品
目
・
数
を
自
主

防
災
組
織（
町
内
会
）で
準
備
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
集
会
所
な
ど
の
指
定
緊

急
避
難
場
所（
一
時
避
難
所
）に
対

歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画

本
事
業
の
一
環
と
し
て
、興
井
の
水

質
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の

成
果
は
不
十
分
で
あ
り
、今
後
ど
の
よ
う
に

改
善
が
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

興
井
の
底
面
の
改
善
工
事
と
水
質

改
善
の
た
め
水
道
水
を
注
水
し
て

き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
改
善
効
果
を
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め
る

た
め
に
、今
年
度
は
、浄
化
作
用
の
あ
る
化

学
素
材
の
多
孔
質
の
石
を
敷
く
こ
と
に
よ

り
、更
な
る
水
質
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

当
初
の
計
画
で
は
、末
の
松
山
浄
水

場
の
余
剰
水
に
よ
る
水
質
改
善
の

市
立
図
書
館

管
理
運
営
事
業

図
書
館
利
用
登
録
者
数
も
増
加
し
、

図
書
館
事
業
お
よ
び
参
加
者
数
が

前
年
度
よ
り
２
倍
近
く
に
増
え
て
い
ま
す

が
、講
座
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
で

す
か
。

そ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。

開
催
し
た
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
、好
評
だ
っ
た
も
の
は
何
で
す
か
。

本
に
直
接
関
係
し
た
事
業
と
し
て
、

個
人
や
有
志
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

た
め
の
通
水
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

末
の
松
山
浄
水
場
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ら
興
井
ま
で
余

剰
水
を
導
入
し
て
水
質
改
善
を
図

る
計
画
は
、多
額
の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、当
該
興
井
に
接
し
て
い
る
市
道
馬
場

線
に
埋
設
の
口
径
１
０
０
㎜
配
水
管
か
ら
分

岐
し
た
排
泥
管
口
径
50
㎜
を
活
用
し
て
、定
期

的
に
水
道
水
を
注
水
す
る
水
質
改
善
策
を

平
成
30
年
５
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
確
保

通
学
路
の
指
定
は
誰
が
行
い
ま
す

か
。

校
長
が
行
い
、教
育
委
員
会
が
助

言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

登
下
校
時
の
事
故
、怪
我
の
際
は
保

険
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
保
険
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

上
限
30
万
円
の
補
助
事
業
の
利
用

制
度
が
あ
り
ま
す
。現
在
８
件
の

申
請
が
あ
り
ま
す
。

公
立
保
育
所
管
理
運
営

待
機
児
童
が
過
去
最
大
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

多
賀
城
市
の
待
機
児
童
は
、平
成
31

年
度
は
過
去
最
大
で
１
０
３
名
に

な
っ
て
い
ま
す
。内
訳
は
、０
歳
児
と
１
歳
児
・

２
歳
児
で
98
名
、３
歳
児
以
上
が
５
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。施
設
整
備
や
保
育
士
の
待
遇
改

善
に
よ
り
、待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
５
カ

年
計
画
を
進
行
中
で
す
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
、保
育
無
償
化

の
政
策
に
伴
う
、副
食
費
の
実
費
負

担
へ
の
対
応
は
ど
う
で
す
か
。

令
和
元
年
５
月
の
法
改
正
で
も
あ

る
の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
と
多
賀
城

の
認
可
外
も
含
め
て
全
て
の
保
育
所
を
中

心
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
ほ
か
、広
報
誌
に

折
り
込
み
を
す
る
な
ど
市
民
全
員
に
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。副
食
費
に
関
し
て
は

国
の
基
準
で
、

多
賀
城
の
場
合

は
実
費
負
担
で

月
額
４
，５
０
０

円
で
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の

レ
ス
ト
ラ
ン

文
化
セ
ン
タ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
い

つ
利
用
で
き
ま
す
か
。

何
件
か
応
募
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
空
い
た
状
態
で
す
。引

き
続
き
募
集
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
店
舗
に
な
る
原
因
は
調
べ
て
い

ま
す
か
。

年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
が
難

し
い
こ
と
、回
転
率
が
上
が
ら
な
い

な
ど
の
採
算
性
に
課
題
が
あ
る
こ
と
で
す
。

本
腰
を
入
れ
て
文
化
セ
ン
タ
ー
に

人
が
集
ま
る
雰
囲
気
を
作
る
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

少
部
数
の
Ｚ
ｉ
ｎｅ
の
展
示
会
、ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
、子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
と
し
て
、

読
書
通
帳
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
方
に
対
す

る
読
書
通
帳
表
彰
式
の
開
催
や
、読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
、展
示
会
や

多
賀
城
市
内
の
震
災
の
歴
史
や
復
旧
復
興

に
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
か
を
紹
介
す
る

「
３・
１１
あ
の
日
を
わ
す
れ
な
い
伝
え
よ
う
千

年
後
の
未
来
へ
」な
ど
で
す
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
集
客
だ
け
で

な
く
、読
書
意
欲
に
結
び
付
け
る
こ

と
に
つ
い
て
の
検
討
は
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
と
図
書
館
と
で
定
期

的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、そ
の

都
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、次
年
度

に
反
映
で
き
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。　
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賛成・反対討論

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、単
年
度
収
支
で
２
億

６
４
１
４
万
２
０
０
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。市
税
が
前
年
度
よ
り
約
２
億
円
の
増
と

な
り
、市
民
税
に
お
い
て
は
震
災
前
の
水
準

を
超
え
る
決
算
と
な
っ
て
お
り
、市
税
の
収

納
率
は
、９
８
・
０
４
％
と
な
っ
て
お
り
ご
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　
震
災
関
連
経
費
に
つ
い
て
は
、緊
急
避
難

路
・
物
流
路
清
水
沢
多
賀
城
線
整
備
事
業
の

進
展
に
よ
り
約
20
億
６
千
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、一
つ

目
の【
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

で
は
、奈
良
市
と
の
長
年
に
わ
た
る
関
係
性

の
上
に
成
り
立
っ
た
東
大
寺
展
は
、関
連
イ

ベ
ン
ト
を
含
め
入
場
者
数
が
約
20
万
人
と
な

り
市
内
外
に
多
賀
城
の
魅
力
を
大
い
に
広
め

た
も
の
と
評
価
す
る
も
の
で
す
。二
つ
目
の

【
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団
地
】で
は
、８

社
が
操
業
を
開
始
し
、現
在
で
は
団
地
内
最

大
の
敷
地
面
積
の
工
場
の
建
設
も
開
始
さ
れ

て
お
り
、さ
ら
な
る
税
収
増
加
・
雇
用
の
創
出

に
期
待
を
す
る
も
の
で
す
。三
つ
目
の【
た
が

じ
ょ
う
で
た
の
し
く
そ
だ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

で
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、地
域
子
育

て
支
援
拠
点
と
し
て
身
近
な
場
所
で
日
常
的

に
利
用
で
き
る
安
心
感
が
育
児
不
安
を
軽

減
し
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
と
し
て

大
い
に
評
価
し
ま
す
。総
合
戦
略
の
体
系
か

ら
も
転
出
抑
制
・
転
入
促
進
に
つ
な
げ
て
い

く
施
策
が
見
え
ま
す
。創
建
１
３
０
０
年
に

向
け
今
後
ど
う
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
、市
民

が
誇
り
を
感
じ
る
戦
略
に
期
待
し
ま
す
。

　
個
人
が
所
有
す
る
鉛
製
給
水
管
の
解
消

も
市
の
事
業
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、

残
存
件
数
は
１
，８
１
４
件
で
１
０
０
％
解

消
ま
で
も
う
１
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
全
般
的
に
市
民
の
安
全
・
安
心
、財
政
の

健
全
化
を
意
識
し
た
運
営
が
な
さ
れ
た
と
評

価
を
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
は
、ふ
る
さ
と
・
多
賀
城
応
援
寄
付
の

動
向
、扶
助
費
や
物
件
費
な
ど
、選
択
と
集

中
を
は
か
り
、引
き
続
き
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
行
財
政
経
営
を
お
願
い
し
て
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

　《
財
政
状
況
》財
政
は
安
定
し
て
い
ま
す

が
、経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
努
力
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　《
被
災
者
支
援
》被
災
者
医
療
費
一
部
負

担
免
除
廃
止
は
残
念
至
極
。特
別
家
賃
低
減

事
業
継
続
は
評
価
。被
災
者
の
方
々
の
見
守

り
活
動
を
続
け
て
。

　《
く
ら
し
応
援
》格
差
と
貧
困
が
問
題
で

す
。市
民
に
思
い
や
り
を
示
し
て
。

　《
子
育
て
支
援
と
学
校
教
育
》子
ど
も
医

療
費
助
成
拡
大
、就
学
援
助
事
業
の
支
給
時

期
改
善
、保
健
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
、教
員

一
人
に
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
配
置
な
ど

評
価
。子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
は

撤
廃
す
べ
き
。

　《
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
》地
域
に
根
差
し
た
図

書
館
、市
民
が
使
い
や
す
い
図
書
館
へ
の
努

力
を
。

　《
土
地
利
用
と
環
境
問
題
》宮
内
の
鉄
粉
・

粉
塵
の
飛
散
問
題
の
早
期
解
決
を
。仙
台
港

の
火
力
発
電
所
問
題
は
市
民
の
健
康
保
持
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
建
設
阻
止
を
。

　《
ま
ち
づ
く
り
と
イ
ベ
ン
ト
》「
東
大
寺
展
」

の
経
験
を
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念

事
業
に
生
か
す
よ
う
に
。多
賀
城
跡
復
元
整

備
事
業
は
計
画
通
り
に
事
業
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
。

　《
各
特
別
会
計
、企
業
会
計
》

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、制
度
上
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
減
税
を
評
価
。基
金
10

億
８
千
万
円
活
用
で
保
険
税
を
さ
ら
に
引

き
下
げ
る
べ
き
。後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、75
歳
以
上
を
別
保
険
会
計
に
し
負
担

増
を
強
い
る
や
り
方
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、保
険
料
が
上
が
っ

て
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
な
ど

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。安
心
し
て
暮
ら
せ

る
改
善
が
必
要
で
す
。下
水
道
特
別
会
計

は
、砂
押
川
上
流
部
遊
水
地
が
機
能
し
て
い

な
い
問
題
は
早
急
に
解
決
を
。溢
水
問
題

は
、県
が
ポ
ン
プ
１
台
を
増
設
す
る
こ
と
が

決
ま
り
一
安
心
。雨
水
流
入
排
除
な
ど
今
後

と
も
取
り
組
み
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。水
道

事
業
会
計
は
、必
要
な
投
資
は
し
な
が
ら

も
、低
廉
な
料
金
と
な
る
よ
う
努
力
を
期

待
。県
が
進
め
る
水
道
を
民
間
に
運
営
を
任

せ
る
方
式
に
つ
い
て
は
、命
の
水
を
守
る
た

め
に
市
と
し
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

　
以
上
良
い
と
こ
ろ
は
評
価
し
な
が
ら
反

対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
。

市
民
の
暮
ら
し
に
思
い
や
り
を

日
本
共
産
党
多
賀
城
市
議
団
　
中
田
　
定
行

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、実
質

収
支
、単
年
度
収
支
と
も
に
黒
字
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
を
崩
さ
な
い
決
算
と
な
り
、

市
税
で
は
高
い
収
納
率
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
な
ど
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
復
興
関
係
事
業
で
は
、津
波
復
興
拠
点
整

備
事
業「
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団
地
」

は
、11
社
中
８
社
が
操
業
を
開
始
し
、建
設
中

の
災
害
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
完
成
を
期
待
い
た

し
ま
す
。浸
水
対
策
下
水
道
整
備
事
業
で
は
、

貯
留
施
設
の
調
整
池
や
、排
水
区
ポ
ン
プ
場
、

雨
水
幹
線
の
整
備
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、大

き
く
災
害
対
策
を
推
進
し
た
こ
と
を
評
価
い

た
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、オ
リ
ジ

ナ
ル
子
育
て
冊
子
を
活
用
し
た
取
り
組
み

や
、子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
実
施
の

「
１
歳
児
育
児
体
験
事
業
」は
、認
知
度
も
確

立
さ
れ
、高
い
評
価
を
得
た
こ
と
。ま
た
、待

機
児
童
解
消
に
、保
育
園
の
増
設
や
、保
育

士
確
保
に
、子
育
て
支
援
の
拡
充
を
評
価
い

た
し
ま
す
。教
育
関
係
で
は
、多
賀
城
市
立
図

書
館
の
登
録
者
数
と
講
座
へ
の
参
加
者
数
が

増
加
し
、高
い
評
価
を
得
て
お
り
、教
育
環
境

整
備
で
は
、小
中
学
校
の
保
健
室
に
エ
ア
コ

ン
整
備
や
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
推
進

を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の「
東
大
寺
と
東
北
展
」で

は
、交
流
人
口
の
増
加
と
、観
光
振
興
の
成

果
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、国
保
県

単
位
化
に
伴
い
、資
産
割
を
廃
止
し
、国
保

税
を
軽
減
さ
れ
、脳
検
診
助
成
、特
定
健
康

診
査
事
業
の
推
進
に
、ま
た
、介
護
保
険
特

別
会
計
で
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
支
援
体
制
強
化
や
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど

の
、健
康
増
進
、介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
を

評
価
い
た
し
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、総
収
支
比
率
、経

常
収
支
比
率
、営
業
収
支
比
率
、料
金
回
収

率
と
も
に
前
年
度
よ
り
上
昇
と
な
り
、漏
水

調
査
を
積
極
的
に
行
い
有
収
率
の
向
上
に
努

め
、純
利
益
に
繋
げ
た
経
営
努
力
を
評
価
い

た
し
ま
す
。今
後
も
、事
業
経
営
に
は
特
段
の

意
を
配
し
、安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
、更
な
る
ご
努
力
を
お
願
い
し
、賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

賛成反対

賛成

平成30年度決算

自
由
民
主
党
多
賀
城
市
議
団
　
鈴
木
　
新
津
男

市
民
の
安
全・安
心
、財
政
の
健
全
化
を

意
識
し
た
市
政
運
営
を
評
価

公
明
党
多
賀
城
市
議
団
　
齋
藤
　
裕
子

創
造
的
復
興
の
完
結
と

子
育
て
支
援
の
充
実
を
評
価
！！

14たがじょう　市議会だより

賛
成
・
反
対
討
論

賛
成
・
反
対
討
論

15 たがじょう　市議会だより



賛成・反対討論

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、単
年
度
収
支
で
２
億

６
４
１
４
万
２
０
０
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。市
税
が
前
年
度
よ
り
約
２
億
円
の
増
と

な
り
、市
民
税
に
お
い
て
は
震
災
前
の
水
準

を
超
え
る
決
算
と
な
っ
て
お
り
、市
税
の
収

納
率
は
、９
８
・
０
４
％
と
な
っ
て
お
り
ご
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

　
震
災
関
連
経
費
に
つ
い
て
は
、緊
急
避
難

路
・
物
流
路
清
水
沢
多
賀
城
線
整
備
事
業
の

進
展
に
よ
り
約
20
億
６
千
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、一
つ

目
の【
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

で
は
、奈
良
市
と
の
長
年
に
わ
た
る
関
係
性

の
上
に
成
り
立
っ
た
東
大
寺
展
は
、関
連
イ

ベ
ン
ト
を
含
め
入
場
者
数
が
約
20
万
人
と
な

り
市
内
外
に
多
賀
城
の
魅
力
を
大
い
に
広
め

た
も
の
と
評
価
す
る
も
の
で
す
。二
つ
目
の

【
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団
地
】で
は
、８

社
が
操
業
を
開
始
し
、現
在
で
は
団
地
内
最

大
の
敷
地
面
積
の
工
場
の
建
設
も
開
始
さ
れ

て
お
り
、さ
ら
な
る
税
収
増
加
・
雇
用
の
創
出

に
期
待
を
す
る
も
の
で
す
。三
つ
目
の【
た
が

じ
ょ
う
で
た
の
し
く
そ
だ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

で
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、地
域
子
育

て
支
援
拠
点
と
し
て
身
近
な
場
所
で
日
常
的

に
利
用
で
き
る
安
心
感
が
育
児
不
安
を
軽

減
し
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
と
し
て

大
い
に
評
価
し
ま
す
。総
合
戦
略
の
体
系
か

ら
も
転
出
抑
制
・
転
入
促
進
に
つ
な
げ
て
い

く
施
策
が
見
え
ま
す
。創
建
１
３
０
０
年
に

向
け
今
後
ど
う
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
、市
民

が
誇
り
を
感
じ
る
戦
略
に
期
待
し
ま
す
。

　
個
人
が
所
有
す
る
鉛
製
給
水
管
の
解
消

も
市
の
事
業
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、

残
存
件
数
は
１
，８
１
４
件
で
１
０
０
％
解

消
ま
で
も
う
１
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
全
般
的
に
市
民
の
安
全
・
安
心
、財
政
の

健
全
化
を
意
識
し
た
運
営
が
な
さ
れ
た
と
評

価
を
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
は
、ふ
る
さ
と
・
多
賀
城
応
援
寄
付
の

動
向
、扶
助
費
や
物
件
費
な
ど
、選
択
と
集

中
を
は
か
り
、引
き
続
き
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
行
財
政
経
営
を
お
願
い
し
て
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

　《
財
政
状
況
》財
政
は
安
定
し
て
い
ま
す

が
、経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
努
力
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　《
被
災
者
支
援
》被
災
者
医
療
費
一
部
負

担
免
除
廃
止
は
残
念
至
極
。特
別
家
賃
低
減

事
業
継
続
は
評
価
。被
災
者
の
方
々
の
見
守

り
活
動
を
続
け
て
。

　《
く
ら
し
応
援
》格
差
と
貧
困
が
問
題
で

す
。市
民
に
思
い
や
り
を
示
し
て
。

　《
子
育
て
支
援
と
学
校
教
育
》子
ど
も
医

療
費
助
成
拡
大
、就
学
援
助
事
業
の
支
給
時

期
改
善
、保
健
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
、教
員

一
人
に
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
配
置
な
ど

評
価
。子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
は

撤
廃
す
べ
き
。

　《
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
》地
域
に
根
差
し
た
図

書
館
、市
民
が
使
い
や
す
い
図
書
館
へ
の
努

力
を
。

　《
土
地
利
用
と
環
境
問
題
》宮
内
の
鉄
粉
・

粉
塵
の
飛
散
問
題
の
早
期
解
決
を
。仙
台
港

の
火
力
発
電
所
問
題
は
市
民
の
健
康
保
持
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
建
設
阻
止
を
。

　《
ま
ち
づ
く
り
と
イ
ベ
ン
ト
》「
東
大
寺
展
」

の
経
験
を
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念

事
業
に
生
か
す
よ
う
に
。多
賀
城
跡
復
元
整

備
事
業
は
計
画
通
り
に
事
業
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
。

　《
各
特
別
会
計
、企
業
会
計
》

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、制
度
上
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
減
税
を
評
価
。基
金
10

億
８
千
万
円
活
用
で
保
険
税
を
さ
ら
に
引

き
下
げ
る
べ
き
。後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、75
歳
以
上
を
別
保
険
会
計
に
し
負
担

増
を
強
い
る
や
り
方
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、保
険
料
が
上
が
っ

て
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
な
ど

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。安
心
し
て
暮
ら
せ

る
改
善
が
必
要
で
す
。下
水
道
特
別
会
計

は
、砂
押
川
上
流
部
遊
水
地
が
機
能
し
て
い

な
い
問
題
は
早
急
に
解
決
を
。溢
水
問
題

は
、県
が
ポ
ン
プ
１
台
を
増
設
す
る
こ
と
が

決
ま
り
一
安
心
。雨
水
流
入
排
除
な
ど
今
後

と
も
取
り
組
み
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。水
道

事
業
会
計
は
、必
要
な
投
資
は
し
な
が
ら

も
、低
廉
な
料
金
と
な
る
よ
う
努
力
を
期

待
。県
が
進
め
る
水
道
を
民
間
に
運
営
を
任

せ
る
方
式
に
つ
い
て
は
、命
の
水
を
守
る
た

め
に
市
と
し
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

　
以
上
良
い
と
こ
ろ
は
評
価
し
な
が
ら
反

対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
。

市
民
の
暮
ら
し
に
思
い
や
り
を

日
本
共
産
党
多
賀
城
市
議
団
　
中
田
　
定
行

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、実
質

収
支
、単
年
度
収
支
と
も
に
黒
字
と
な
り
、

財
政
調
整
基
金
を
崩
さ
な
い
決
算
と
な
り
、

市
税
で
は
高
い
収
納
率
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
な
ど
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
復
興
関
係
事
業
で
は
、津
波
復
興
拠
点
整

備
事
業「
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団
地
」

は
、11
社
中
８
社
が
操
業
を
開
始
し
、建
設
中

の
災
害
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
完
成
を
期
待
い
た

し
ま
す
。浸
水
対
策
下
水
道
整
備
事
業
で
は
、

貯
留
施
設
の
調
整
池
や
、排
水
区
ポ
ン
プ
場
、

雨
水
幹
線
の
整
備
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、大

き
く
災
害
対
策
を
推
進
し
た
こ
と
を
評
価
い

た
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
で
は
、子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、オ
リ
ジ

ナ
ル
子
育
て
冊
子
を
活
用
し
た
取
り
組
み

や
、子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
実
施
の

「
１
歳
児
育
児
体
験
事
業
」は
、認
知
度
も
確

立
さ
れ
、高
い
評
価
を
得
た
こ
と
。ま
た
、待

機
児
童
解
消
に
、保
育
園
の
増
設
や
、保
育

士
確
保
に
、子
育
て
支
援
の
拡
充
を
評
価
い

た
し
ま
す
。教
育
関
係
で
は
、多
賀
城
市
立
図

書
館
の
登
録
者
数
と
講
座
へ
の
参
加
者
数
が

増
加
し
、高
い
評
価
を
得
て
お
り
、教
育
環
境

整
備
で
は
、小
中
学
校
の
保
健
室
に
エ
ア
コ

ン
整
備
や
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
推
進

を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の「
東
大
寺
と
東
北
展
」で

は
、交
流
人
口
の
増
加
と
、観
光
振
興
の
成

果
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、国
保
県

単
位
化
に
伴
い
、資
産
割
を
廃
止
し
、国
保

税
を
軽
減
さ
れ
、脳
検
診
助
成
、特
定
健
康

診
査
事
業
の
推
進
に
、ま
た
、介
護
保
険
特

別
会
計
で
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
支
援
体
制
強
化
や
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど

の
、健
康
増
進
、介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
を

評
価
い
た
し
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、総
収
支
比
率
、経

常
収
支
比
率
、営
業
収
支
比
率
、料
金
回
収

率
と
も
に
前
年
度
よ
り
上
昇
と
な
り
、漏
水

調
査
を
積
極
的
に
行
い
有
収
率
の
向
上
に
努

め
、純
利
益
に
繋
げ
た
経
営
努
力
を
評
価
い

た
し
ま
す
。今
後
も
、事
業
経
営
に
は
特
段
の

意
を
配
し
、安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
、更
な
る
ご
努
力
を
お
願
い
し
、賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

賛成反対

賛成

平成30年度決算

自
由
民
主
党
多
賀
城
市
議
団
　
鈴
木
　
新
津
男

市
民
の
安
全・安
心
、財
政
の
健
全
化
を

意
識
し
た
市
政
運
営
を
評
価

公
明
党
多
賀
城
市
議
団
　
齋
藤
　
裕
子

創
造
的
復
興
の
完
結
と

子
育
て
支
援
の
充
実
を
評
価
！！

14たがじょう　市議会だより

賛
成
・
反
対
討
論

賛
成
・
反
対
討
論
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定例会 一般質問第3回

　　　　

▲

石
炭
火
力
発
電
所（
仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

仙
台
新
港
の
石
炭
火
力
発
電
所
に

加
え
て
、２
基
目（
住
友
商
事
）と
３

基
目（
レ
ノ
バ
）の
火
力
発
電
所
が
で
き
れ

ば
、多
賀
城
の
大
気
は
複
合
汚
染
で
、未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。固
定
観
測
局
設
置
と
、発
電

所
反
対
を
内
外
に
示
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

常
時
監
視
測
定
局
の
設
置
に
つ
い

て
は
、機
会
あ
る
ご
と
に
宮
城
県
に

対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
市

民
の
安
全
安
心
の
た
め
、早
期
設
置
を
申
し

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、発
電
所
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
は
、各
種
法
令
を

遵
守
し
て
計
画
を
進
め
て
い
る

た
め
、設
置
を
認
め
な
い
と
い
う

立
場
は
示
せ
ま
せ
ん
が
、大
気
環

境
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
と

す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
き
ま

す
。

「
多
賀
城
市
中
小
企
業

振
興
条
例
」を
力
に
、地

域
経
済
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
る
中
小
企
業・小
規
模
企

業
を
元
気
に
す
る
政
策
を
推
進
す
べ
き
で

す
。地
域
経
済
を
引
っ
張
る
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化
の
た

め
に
も
、「
中
小
企
業
振
興
会
議
」な
ど
の
し

く
み
を
求
め
ま
す
。

中
小
企
業・小
規
模
企
業
の
具
体
的

な
振
興
策
と
し
て
、中
小
企
業
等

経
営
安
定
支
援
事
業
、創
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、毎
年
度
、検
証
お
よ

び
評
価
を
行
い
、そ
の
結
果
を
一
般
に
公
表

し
て
い
ま
す
。

遠
藤
　
秋
雄

日
本
共
産
党

火
力
発
電
所
に
よ
る

大
気
汚
染
に
つ
い
て

多
賀
城
市
中
小
企
業

振
興
条
例
に
つ
い
て

❶❷米
澤
　
ま
き
子

自
由
民
主
党

が
ん
罹
患
に
伴
う
外
見
変
化
の

苦
悩
を
軽
減
す
る
た
め
、医
療
用

ウ
ィッ
グ
と
補
正
下
着
の
購
入
助
成

答 問１

答

問2
❶
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
、診
断
・

治
療
時
・
再
発
監
視
時
・
寛
解
後

各
々
に
異
な
る
ニ
ー
ズ
と
ケ
ア
を
理
解
し
抗

が
ん
剤
を
始
め
と
す
る
薬
物
療
法
の
副
作
用

に
よ
る
外
見
の
変
化
や
ス
ト
レ
ス
軽
減
す
る

た
め
の「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
」の
必
要
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
と
補
正
下
着
の
購
入
助
成
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。❷
30
歳
代
の
女
性
に
つ
い
て
乳

が
ん
検
診
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
、し
か

し
、罹
患
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、自
己
触
診
の
重
要
性
と
啓
発
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

❶
外
見
へ
の
ケ
ア
は
、療
養
生
活
や

社
会
参
加
を
促
進
す
る
上
で
大
切

な
要
素
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
事
業
内

容
お
よ
び
利
用
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

何
が
必
要
な
の
か
を
見
極
め
て
ま
い
り
ま

す
。❷
近
年
、乳
が
ん
の
発
生
率
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、30
歳
代
の
方
で
も
乳
が
ん
に
罹
患
す

る
方
も
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、若
い
世
代
に
も

乳
が
ん
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、啓
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。毎

年
、10
月
の
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で
は
、様
々

な
機
関
で
が
ん
検
診
や
自
己
検
診
の
重
要
性

を
伝
え
て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、多
賀
城
西
部
線
お
よ
び
多
賀
城

東
部
線
の
バ
ス
車
内
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な

ど
に
よ
り
、乳
が
ん
の
早
期
発
見・早
期
治
療

の
大
切
さ
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
ま
す
。

答 問

　　　　

佐
藤
　
惠
子

日
本
共
産
党

災
害
公
営
住
宅
の

入
居
者
支
援
に
つ
い
て

東
豊
中
学
校
の
部
活
動
の

改
善
に
つ
い
て

❶❷

▲東豊中学校の狭い校庭

❶
市
内
の
災
害
公
営
住
宅
の
入
居

者
の
高
齢
化
の
進
行
状
況
は
❷
災

害
公
営
住
宅
の
入
居
者
の
高
齢
化
と
高
齢

単
身
者
の
増
加
に
対
応
し
、見
守
り
の
在
り

方
の
再
検
討
が
必
要
で
す
。ま
た
、入
居
者

の
健
康
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、改
め
て

健
康
・
生
活
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。❸
災
害
公
営
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
形

成
の
核
に
な
る
自
治
会
活
動
の
強
化
と
役

員
の
担
い
手
づ
く
り
に
市
の
支
援
を
求
め

ま
す
。

❶
平
成
29
年
12
月
末
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
３
７
２
人
、高
齢
化
率

36・４
％
か
ら
現
在
は
３
９
２
人
で
20
人
増

加
、高
齢
化
率
は
38
％
で
す
。高
齢
者
単
身

世
帯
も
１
４
５
世
帯
で
全
体
の
28
％
を
占
め

ま
す
。❷
住
民
主
体
の
見
守
り
体
制
が
構
築

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
一
般
施
策
と

民
間
の
協
力
な
ど
で
体
制
の
充
実・強
化
を

図
り
ま
す
。❸
健
康・生
活
の
実
態
調
査
を
改

め
て
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
支
援
の
必

要
な
方
へ
の
継
続
的
支
援
を
す
す
め
ま
す
。

東
豊
中
の
校
庭
は
そ
も
そ
も
狭
く
、

野
球
部
の
生
徒
た
ち
が
の
び
の
び

と
練
習
で
き
る
条
件
を
整
備
す
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
多
賀
城
緑
地
公
園
内
に
あ
る

野
球
場
の
活
用
、使
用
料
の
減
免
を
県
に
求

め
て
く
だ
さ
い
。

校
庭
が
東
西
に
長
い
地
形
で
野
球

の
試
合
は
難
し
い
と
承
知
し
て
い

ま
す
。緩
衝
緑
地
は
県
条
例
な
ど
で
学
校
の

部
活
動
使
用
は
減
免
の
対
象
外
で
す
。市
の

野
球
場
の
施
設
使
用
料
は
全
額
免
除
し
て
い

ま
す
。

答 問１

答

問2

佐
藤
　
雅
博

自
由
民
主
党

▲

市
道
南
宮
線

市
内
４
路
線
の
市
道

お
よ
び
信
号
調
整
に
つ
い
て

❶
市
道
南
宮
線
の
一
部
区
間
は
道

幅
が
狭
く
車
歩
道
分
離
の
拡
幅
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。現
況
か
ら
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。❷
市
道
名
古
曽
線
市
川
橋

丁
字
路
付
近
は
朝
夕
に
混
雑
が
激
し
い
。現

市
道
県
道
を
含
め
今
後
ど
う
接
続
さ
せ
利

用
す
る
考
え
な
の
か
伺
う
。❸
市
道
西
沢
線

は
生
活
道
お
よ
び
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。付
近
で
は
住
宅
開
発
が
進
ん
で

県
道
交
差
点
で
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
。対

策
に
つ
い
て
伺
う
。❹
浮
島
の
県
道
と
史
跡

連
絡
線
の
丁
字
路
交
差
点
の
時
差
式
信
号

は
史
跡
連
絡
線
へ
の
右
折
車
が
数
台
し
か

進
ま
な
い
状
況
も
あ
る
。旧
歴

史
博
物
館
の
信
号
か
ら
３
カ

所
の
信
号
調
整
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

❶
当
該
路
線
の
円
滑

な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、現
状
で
の
部
分
拡
幅

や
、将
来
的
な
整
備
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。❷

宮
城
県
に
対
し
、市
道
名
古
曽
線
の
県
道
昇

格
を
要
望
し
、県
か
ら
は
、市
道
新
田
浮
島

線
お
よ
び
県
道
泉
塩
釜
線
と
の
接
続
方
法

や
、交
通
安
全
対
策
を
含
め
た
形
で
検
討
し

て
い
る
旨
の
回
答
を
受
け
て
お
り
ま
す
。❸

塩
釜
警
察
署
に
今
後
の
状
況
も
含
め
た
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、信
号
機
の
改
善

な
ど
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。❹
信
号
機

の
時
間
調
整
に
よ
り
渋
滞
緩
和
が
図
ら
れ

る
よ
う
、所
轄
で
あ
る
塩
釜
警
察
署
と
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答 問

16たがじょう　市議会だより
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定例会 一般質問第3回

　　　　

▲

石
炭
火
力
発
電
所（
仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

仙
台
新
港
の
石
炭
火
力
発
電
所
に

加
え
て
、２
基
目（
住
友
商
事
）と
３

基
目（
レ
ノ
バ
）の
火
力
発
電
所
が
で
き
れ

ば
、多
賀
城
の
大
気
は
複
合
汚
染
で
、未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。固
定
観
測
局
設
置
と
、発
電

所
反
対
を
内
外
に
示
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

常
時
監
視
測
定
局
の
設
置
に
つ
い

て
は
、機
会
あ
る
ご
と
に
宮
城
県
に

対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。今
後
も
市

民
の
安
全
安
心
の
た
め
、早
期
設
置
を
申
し

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、発
電
所
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
は
、各
種
法
令
を

遵
守
し
て
計
画
を
進
め
て
い
る

た
め
、設
置
を
認
め
な
い
と
い
う

立
場
は
示
せ
ま
せ
ん
が
、大
気
環

境
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
と

す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
き
ま

す
。

「
多
賀
城
市
中
小
企
業

振
興
条
例
」を
力
に
、地

域
経
済
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
る
中
小
企
業・小
規
模
企

業
を
元
気
に
す
る
政
策
を
推
進
す
べ
き
で

す
。地
域
経
済
を
引
っ
張
る
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化
の
た

め
に
も
、「
中
小
企
業
振
興
会
議
」な
ど
の
し

く
み
を
求
め
ま
す
。

中
小
企
業・小
規
模
企
業
の
具
体
的

な
振
興
策
と
し
て
、中
小
企
業
等

経
営
安
定
支
援
事
業
、創
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、毎
年
度
、検
証
お
よ

び
評
価
を
行
い
、そ
の
結
果
を
一
般
に
公
表

し
て
い
ま
す
。

遠
藤
　
秋
雄

日
本
共
産
党

火
力
発
電
所
に
よ
る

大
気
汚
染
に
つ
い
て

多
賀
城
市
中
小
企
業

振
興
条
例
に
つ
い
て

❶❷米
澤
　
ま
き
子

自
由
民
主
党

が
ん
罹
患
に
伴
う
外
見
変
化
の

苦
悩
を
軽
減
す
る
た
め
、医
療
用

ウ
ィッ
グ
と
補
正
下
着
の
購
入
助
成

答 問１

答

問2
❶
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
、診
断
・

治
療
時
・
再
発
監
視
時
・
寛
解
後

各
々
に
異
な
る
ニ
ー
ズ
と
ケ
ア
を
理
解
し
抗

が
ん
剤
を
始
め
と
す
る
薬
物
療
法
の
副
作
用

に
よ
る
外
見
の
変
化
や
ス
ト
レ
ス
軽
減
す
る

た
め
の「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
」の
必
要
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
と
補
正
下
着
の
購
入
助
成
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。❷
30
歳
代
の
女
性
に
つ
い
て
乳

が
ん
検
診
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
、し
か

し
、罹
患
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、自
己
触
診
の
重
要
性
と
啓
発
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

❶
外
見
へ
の
ケ
ア
は
、療
養
生
活
や

社
会
参
加
を
促
進
す
る
上
で
大
切

な
要
素
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
事
業
内

容
お
よ
び
利
用
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

何
が
必
要
な
の
か
を
見
極
め
て
ま
い
り
ま

す
。❷
近
年
、乳
が
ん
の
発
生
率
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、30
歳
代
の
方
で
も
乳
が
ん
に
罹
患
す

る
方
も
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、若
い
世
代
に
も

乳
が
ん
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、啓
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。毎

年
、10
月
の
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で
は
、様
々

な
機
関
で
が
ん
検
診
や
自
己
検
診
の
重
要
性

を
伝
え
て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、多
賀
城
西
部
線
お
よ
び
多
賀
城

東
部
線
の
バ
ス
車
内
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な

ど
に
よ
り
、乳
が
ん
の
早
期
発
見・早
期
治
療

の
大
切
さ
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
ま
す
。

答 問

　　　　

佐
藤
　
惠
子

日
本
共
産
党

災
害
公
営
住
宅
の

入
居
者
支
援
に
つ
い
て

東
豊
中
学
校
の
部
活
動
の

改
善
に
つ
い
て

❶❷

▲東豊中学校の狭い校庭

❶
市
内
の
災
害
公
営
住
宅
の
入
居

者
の
高
齢
化
の
進
行
状
況
は
❷
災

害
公
営
住
宅
の
入
居
者
の
高
齢
化
と
高
齢

単
身
者
の
増
加
に
対
応
し
、見
守
り
の
在
り

方
の
再
検
討
が
必
要
で
す
。ま
た
、入
居
者

の
健
康
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、改
め
て

健
康
・
生
活
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。❸
災
害
公
営
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
形

成
の
核
に
な
る
自
治
会
活
動
の
強
化
と
役

員
の
担
い
手
づ
く
り
に
市
の
支
援
を
求
め

ま
す
。

❶
平
成
29
年
12
月
末
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
３
７
２
人
、高
齢
化
率

36・４
％
か
ら
現
在
は
３
９
２
人
で
20
人
増

加
、高
齢
化
率
は
38
％
で
す
。高
齢
者
単
身

世
帯
も
１
４
５
世
帯
で
全
体
の
28
％
を
占
め

ま
す
。❷
住
民
主
体
の
見
守
り
体
制
が
構
築

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
一
般
施
策
と

民
間
の
協
力
な
ど
で
体
制
の
充
実・強
化
を

図
り
ま
す
。❸
健
康・生
活
の
実
態
調
査
を
改

め
て
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
支
援
の
必

要
な
方
へ
の
継
続
的
支
援
を
す
す
め
ま
す
。

東
豊
中
の
校
庭
は
そ
も
そ
も
狭
く
、

野
球
部
の
生
徒
た
ち
が
の
び
の
び

と
練
習
で
き
る
条
件
を
整
備
す
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
多
賀
城
緑
地
公
園
内
に
あ
る

野
球
場
の
活
用
、使
用
料
の
減
免
を
県
に
求

め
て
く
だ
さ
い
。

校
庭
が
東
西
に
長
い
地
形
で
野
球

の
試
合
は
難
し
い
と
承
知
し
て
い

ま
す
。緩
衝
緑
地
は
県
条
例
な
ど
で
学
校
の

部
活
動
使
用
は
減
免
の
対
象
外
で
す
。市
の

野
球
場
の
施
設
使
用
料
は
全
額
免
除
し
て
い

ま
す
。

答 問１

答

問2

佐
藤
　
雅
博

自
由
民
主
党

▲

市
道
南
宮
線

市
内
４
路
線
の
市
道

お
よ
び
信
号
調
整
に
つ
い
て

❶
市
道
南
宮
線
の
一
部
区
間
は
道

幅
が
狭
く
車
歩
道
分
離
の
拡
幅
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。現
況
か
ら
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。❷
市
道
名
古
曽
線
市
川
橋

丁
字
路
付
近
は
朝
夕
に
混
雑
が
激
し
い
。現

市
道
県
道
を
含
め
今
後
ど
う
接
続
さ
せ
利

用
す
る
考
え
な
の
か
伺
う
。❸
市
道
西
沢
線

は
生
活
道
お
よ
び
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。付
近
で
は
住
宅
開
発
が
進
ん
で

県
道
交
差
点
で
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
。対

策
に
つ
い
て
伺
う
。❹
浮
島
の
県
道
と
史
跡

連
絡
線
の
丁
字
路
交
差
点
の
時
差
式
信
号

は
史
跡
連
絡
線
へ
の
右
折
車
が
数
台
し
か

進
ま
な
い
状
況
も
あ
る
。旧
歴

史
博
物
館
の
信
号
か
ら
３
カ

所
の
信
号
調
整
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

❶
当
該
路
線
の
円
滑

な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、現
状
で
の
部
分
拡
幅

や
、将
来
的
な
整
備
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。❷

宮
城
県
に
対
し
、市
道
名
古
曽
線
の
県
道
昇

格
を
要
望
し
、県
か
ら
は
、市
道
新
田
浮
島

線
お
よ
び
県
道
泉
塩
釜
線
と
の
接
続
方
法

や
、交
通
安
全
対
策
を
含
め
た
形
で
検
討
し

て
い
る
旨
の
回
答
を
受
け
て
お
り
ま
す
。❸

塩
釜
警
察
署
に
今
後
の
状
況
も
含
め
た
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、信
号
機
の
改
善

な
ど
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。❹
信
号
機

の
時
間
調
整
に
よ
り
渋
滞
緩
和
が
図
ら
れ

る
よ
う
、所
轄
で
あ
る
塩
釜
警
察
署
と
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答 問
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定例会 一般質問第3回

　　　　

❶
母
親
の
産
後
う
つ
予
防
や
、育
児

支
援
に
、産
後
ケ
ア
事
業
を
導
入
す

る
お
考
え
は
。❷
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
導
入
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

❶
本
市
で
は
、生
後
４
カ
月
ま
で
に

す
べ
て
の
家
庭
を
保
健
師・助
産
師

が
訪
問
し
、母
子
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、産
後
う
つ
な
ど
特
に
支
援
が
必
要
な

産
婦
に
は
心
理
士
な
ど
が
訪
問
し
て
い
ま

す
。宿
泊
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
母
体
の

回
復
支
援
な
ど
産
後
ケ
ア
の
あ
り
方
を
研
究

し
ま
す
。❷
家
事
援
助
で
あ
れ
ば
多
賀
城
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
、育
児
支
援
で

あ
れ
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や

民
間
支
援
団
体
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

新
生
児
聴
覚
検
査
の
取
り
組
み
と
、

費
用
の
助
成
の
お
考
え
は
。

全
て
の
新
生
児
が
受
診
で
き
、難
聴

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
適
切
な
支
援

が
で
き
る
体
制
を
県
主
体
で
整
備
す
る
方
向

で
す
。

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

や
、現
行
の
母
子
手
帳
な
ど
と
、併

用
す
る
事
で
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
母
子

手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
の
お
考
え
は
。

情
報
収
集
を
し
本
市
の
実
情
に

あ
っ
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
研

究
し
ま
す
。児

童
生
徒
の
通
学
に
お
け
る
重
い

荷
物
の
軽
減
対
策
の
取
り
組
み
の

お
考
え
は
。す

べ
て
の
小
中
学
校
で「
学
校
に
置

い
て
い
っ
て
よ
い
も
の
一
覧
表
」な

ど
を
作
成
し
、児
童
生
徒
の
負
担
軽
減
に
取

り
組
ん
で
お
り
、柔
軟
に
対
応
を
し
て
い
き

ま
す
。

齋
藤
　
裕
子

公
明
党

産
後
ケ
ア
支
援

新
生
児
聴
覚
検
査

母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入

児
童
生
徒
の
重
い
通
学
荷
物
の

軽
減
対
策

❶❷❸❹阿
部
　
正
幸

公
明
党

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
や

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

時
差
式
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て

❶❷❸

答答 問１

答答 問4

問2問3

▲ JA仙台多賀城支店付近の交差点

公
用
車
を
運
転
す
る
職
員
の
事
故

抑
制
や
注
意
喚
起
、さ
ら
に
交
通
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
職
員
を
守
る
た
め
に
、

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
バ
ッ
ク

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

職
員
に
対
し
て
は
、日
々
の
車
両
点

検
や
毎
年
の
安
全
運
転
講
習
会
の
開

催
を
通
じ
、交
通
安
全
の
啓
発
と
教
育
を
し
て

い
ま
す
。こ
れ
を
よ
り
一
層
進
め
た
上
で
、当
該

機
器
の
導
入
を
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
仙
台
多
賀
城
支
店
付
近
の
交

差
点
は
、朝
の
通
勤
時
間
帯
で
は
、

市
道
田
中
線
か
ら
右
折
し
て
国
道
に
向
か
う

車
両
が
右
折
出
来
ず
に
信
号
が
赤
に
な
っ
て

し
ま
い
、直
進
や
左
折
す
る
後
続
車
両
が
動

け
ず
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。交
通

渋
滞
緩
和
に
向
け
て
時
差
式
信
号
機
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

信
号
機
の
時
間
調
整
に
よ
り
渋
滞

緩
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
、所
轄
で
あ

る
塩
釜
警
察
署
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮
城
県
内
で
空
き
家
の
利
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、公
益
社
団
法
人
宮

城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
お
よ
び
公
益
社

団
法
人
不
動
産
協
会
宮
城
県
本
部
と
協
定
を

結
ぶ
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。本
市

も
協
定
を
結
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、空
き
家
の
利
活
用
を
推
進

し
て
い
く
中
で
、様
々
な
知
見
を
有

す
る
関
係
団
体
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

答答 問１問3

答

問2

　　　　

昌
浦
　
泰
已

市
民
ク
ラ
ブ

東
北
学
院
大
学
工
学
部

移
転
後
跡
地
に
つ
い
て

市
西
庁
舎
か
ら
渡
り
廊
下

設
置
に
つ
い
て

❶❷

工
学
部
が
仙
台
市
に
移
転
す
る
と

人
口
減
少
な
ど
大
き
な
影
響
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。移
転
跡
地
の
利
用
や
大

学
新
設
誘
致
の
考
え
を
市
は
持
っ
て
お
ら
れ

る
の
か
。質
問
を
実
施
し
ま
し
た
。❶
現
時
点

で
工
学
部
移
転
跡
地
に
つ
い
て
、市
は
買
取

を
含
め
て
構
想
は
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。❷

東
北
学
院
大
は
跡
地
に
関
し
て
何
ら
か
の
構

想
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、市
は
把
握
を
し

て
い
ま
す
か
。❸
市
は
工
学
部
移
転
跡
地
を

取
得
し
、市
単
独
か
二
市
三
町
組
合
立
の
単

科
大
学（
保
健
学
か
防
災
学
）の
設
立
を
考

え
て
は
ど
う
で
す
か
。

❶
❷
東
北
学
院
大
学
か
ら
具
体
的

な
お
話
は
伺
っ
て
お
ら
ず
、そ
の
動

向
を
見
守
っ
て
い
る
状
況
で
す
。同
大
学
で

は
、跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、地
元
住
民

ら
関
係
者
と
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
検
討

す
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
、一
連
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

ま
す
。❸
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

同
大
学
の
学
校
運
営
に
影
響
す
る
可
能
性
の

あ
る
事
項
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、本
市
と
し

て
は
そ
の
よ
う
な
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
こ

と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

西
庁
舎
か
ら
西
側
駐
車
場
に
渡
り

廊
下
を
作
り
、駐
車
場
内
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、現

時
点
で
は
困
難
で
す
。新
し
く
建
設

す
る
庁
舎
は
高
齢
者
な
ど
に
優
し
い
施
設
と

な
る
よ
う
整
備
し
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。

答

答

問１

問2

戸
津
川
　
晴
美

日
本
共
産
党

投
票
し
や
す
い
環
境
の
整
備

子
育
て
支
援
策
の
拡
充

歩
行
者・子
ど
も
の

交
通
安
全
対
策

❶❷❸

低
投
票
率
を
放
置
す
れ
ば
、民
主

主
義
の
危
機
に
つ
な
が
り
ま
す
。市

民
が
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

❶
期
日
前
投
票
所
の
増
設
と
高
齢
者
に
と
っ

て
遠
す
ぎ
る
投
票
所
の
改
善
を
求
め
ま
す
。

❷
介
護
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
た

ち
の
た
め
の
投
票
所
カ
ー
の
導
入
を
提
案
し

ま
す
。❸
郵
便
投
票
利
用
の
対
象
者
と
し
て

要
介
護
４
の
方
も
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

❹
聴
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
に
選
挙
カ
ー
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
設
置
を
認
め
て
い
た
だ

き
た
い
。❶

投
票
所
の
設
置
数
は
、国
の
設
置

基
準
を
超
え
る
割
合
で
す
。期
日
前

投
票
所
の
増
設
は
、設
備
や
人
員
の
面
で
課

題
が
多
く
難
し
い
状
況
で
す
。❷
指
定
病
院

な
ど
以
外
で
の
選
挙
カ
ー
の
導
入
も
同
様
の

状
況
で
す
。❸
国
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。❹

候
補
者
が
用
意
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

❶
せ
め
て
就
学
前
だ
け
で
も
医
療

費
助
成
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
べ

き
。❷
本
市
の
国
保
料
は
協
会
け
ん
ぽ
の
１
．

８
倍
。せ
め
て
子
ど
も
の
均
等
割
り
は
軽
減

す
べ
き
。

❶
本
市
で
は
平
成
29
年
10
月
か
ら

助
成
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に
拡

大
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、現
時
点
に
お
い
て
所

得
制
限
を
撤
廃
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
独
自
の
減
免
措
置
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

保
育
所
周
辺
な
ど
で
は
車
の
減
速

を
促
す
看
板
設
置
を
求
め
ま
す
。

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
安
全
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

答 問１

答答

問2

問3

ラン
ドセル・カバンを軽く！
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一
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問

一
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質
問
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定例会 一般質問第3回

　　　　

❶
母
親
の
産
後
う
つ
予
防
や
、育
児

支
援
に
、産
後
ケ
ア
事
業
を
導
入
す

る
お
考
え
は
。❷
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
導
入
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

❶
本
市
で
は
、生
後
４
カ
月
ま
で
に

す
べ
て
の
家
庭
を
保
健
師・助
産
師

が
訪
問
し
、母
子
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、産
後
う
つ
な
ど
特
に
支
援
が
必
要
な

産
婦
に
は
心
理
士
な
ど
が
訪
問
し
て
い
ま

す
。宿
泊
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
母
体
の

回
復
支
援
な
ど
産
後
ケ
ア
の
あ
り
方
を
研
究

し
ま
す
。❷
家
事
援
助
で
あ
れ
ば
多
賀
城
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
、育
児
支
援
で

あ
れ
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や

民
間
支
援
団
体
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

新
生
児
聴
覚
検
査
の
取
り
組
み
と
、

費
用
の
助
成
の
お
考
え
は
。

全
て
の
新
生
児
が
受
診
で
き
、難
聴

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
適
切
な
支
援

が
で
き
る
体
制
を
県
主
体
で
整
備
す
る
方
向

で
す
。

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

や
、現
行
の
母
子
手
帳
な
ど
と
、併

用
す
る
事
で
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
母
子

手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
の
お
考
え
は
。

情
報
収
集
を
し
本
市
の
実
情
に

あ
っ
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
研

究
し
ま
す
。児

童
生
徒
の
通
学
に
お
け
る
重
い

荷
物
の
軽
減
対
策
の
取
り
組
み
の

お
考
え
は
。す

べ
て
の
小
中
学
校
で「
学
校
に
置

い
て
い
っ
て
よ
い
も
の
一
覧
表
」な

ど
を
作
成
し
、児
童
生
徒
の
負
担
軽
減
に
取

り
組
ん
で
お
り
、柔
軟
に
対
応
を
し
て
い
き

ま
す
。

齋
藤
　
裕
子

公
明
党

産
後
ケ
ア
支
援

新
生
児
聴
覚
検
査

母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入

児
童
生
徒
の
重
い
通
学
荷
物
の

軽
減
対
策

❶❷❸❹阿
部
　
正
幸

公
明
党

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
や

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

時
差
式
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て

❶❷❸

答答 問１

答答 問4

問2問3

▲ JA仙台多賀城支店付近の交差点

公
用
車
を
運
転
す
る
職
員
の
事
故

抑
制
や
注
意
喚
起
、さ
ら
に
交
通
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
職
員
を
守
る
た
め
に
、

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
バ
ッ
ク

モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

職
員
に
対
し
て
は
、日
々
の
車
両
点

検
や
毎
年
の
安
全
運
転
講
習
会
の
開

催
を
通
じ
、交
通
安
全
の
啓
発
と
教
育
を
し
て

い
ま
す
。こ
れ
を
よ
り
一
層
進
め
た
上
で
、当
該

機
器
の
導
入
を
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
仙
台
多
賀
城
支
店
付
近
の
交

差
点
は
、朝
の
通
勤
時
間
帯
で
は
、

市
道
田
中
線
か
ら
右
折
し
て
国
道
に
向
か
う

車
両
が
右
折
出
来
ず
に
信
号
が
赤
に
な
っ
て

し
ま
い
、直
進
や
左
折
す
る
後
続
車
両
が
動

け
ず
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。交
通

渋
滞
緩
和
に
向
け
て
時
差
式
信
号
機
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

信
号
機
の
時
間
調
整
に
よ
り
渋
滞

緩
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
、所
轄
で
あ

る
塩
釜
警
察
署
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮
城
県
内
で
空
き
家
の
利
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、公
益
社
団
法
人
宮

城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
お
よ
び
公
益
社

団
法
人
不
動
産
協
会
宮
城
県
本
部
と
協
定
を

結
ぶ
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。本
市

も
協
定
を
結
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、空
き
家
の
利
活
用
を
推
進

し
て
い
く
中
で
、様
々
な
知
見
を
有

す
る
関
係
団
体
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

答答 問１問3

答

問2

　　　　

昌
浦
　
泰
已

市
民
ク
ラ
ブ

東
北
学
院
大
学
工
学
部

移
転
後
跡
地
に
つ
い
て

市
西
庁
舎
か
ら
渡
り
廊
下

設
置
に
つ
い
て

❶❷

工
学
部
が
仙
台
市
に
移
転
す
る
と

人
口
減
少
な
ど
大
き
な
影
響
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。移
転
跡
地
の
利
用
や
大

学
新
設
誘
致
の
考
え
を
市
は
持
っ
て
お
ら
れ

る
の
か
。質
問
を
実
施
し
ま
し
た
。❶
現
時
点

で
工
学
部
移
転
跡
地
に
つ
い
て
、市
は
買
取

を
含
め
て
構
想
は
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。❷

東
北
学
院
大
は
跡
地
に
関
し
て
何
ら
か
の
構

想
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、市
は
把
握
を
し

て
い
ま
す
か
。❸
市
は
工
学
部
移
転
跡
地
を

取
得
し
、市
単
独
か
二
市
三
町
組
合
立
の
単

科
大
学（
保
健
学
か
防
災
学
）の
設
立
を
考

え
て
は
ど
う
で
す
か
。

❶
❷
東
北
学
院
大
学
か
ら
具
体
的

な
お
話
は
伺
っ
て
お
ら
ず
、そ
の
動

向
を
見
守
っ
て
い
る
状
況
で
す
。同
大
学
で

は
、跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、地
元
住
民

ら
関
係
者
と
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
検
討

す
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
、引

き
続
き
、一
連
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

ま
す
。❸
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

同
大
学
の
学
校
運
営
に
影
響
す
る
可
能
性
の

あ
る
事
項
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、本
市
と
し

て
は
そ
の
よ
う
な
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
こ

と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

西
庁
舎
か
ら
西
側
駐
車
場
に
渡
り

廊
下
を
作
り
、駐
車
場
内
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、現

時
点
で
は
困
難
で
す
。新
し
く
建
設

す
る
庁
舎
は
高
齢
者
な
ど
に
優
し
い
施
設
と

な
る
よ
う
整
備
し
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。

答

答

問１

問2

戸
津
川
　
晴
美

日
本
共
産
党

投
票
し
や
す
い
環
境
の
整
備

子
育
て
支
援
策
の
拡
充

歩
行
者・子
ど
も
の

交
通
安
全
対
策

❶❷❸

低
投
票
率
を
放
置
す
れ
ば
、民
主

主
義
の
危
機
に
つ
な
が
り
ま
す
。市

民
が
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

❶
期
日
前
投
票
所
の
増
設
と
高
齢
者
に
と
っ

て
遠
す
ぎ
る
投
票
所
の
改
善
を
求
め
ま
す
。

❷
介
護
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
た

ち
の
た
め
の
投
票
所
カ
ー
の
導
入
を
提
案
し

ま
す
。❸
郵
便
投
票
利
用
の
対
象
者
と
し
て

要
介
護
４
の
方
も
認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

❹
聴
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
に
選
挙
カ
ー
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
設
置
を
認
め
て
い
た
だ

き
た
い
。❶

投
票
所
の
設
置
数
は
、国
の
設
置

基
準
を
超
え
る
割
合
で
す
。期
日
前

投
票
所
の
増
設
は
、設
備
や
人
員
の
面
で
課

題
が
多
く
難
し
い
状
況
で
す
。❷
指
定
病
院

な
ど
以
外
で
の
選
挙
カ
ー
の
導
入
も
同
様
の

状
況
で
す
。❸
国
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。❹

候
補
者
が
用
意
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

❶
せ
め
て
就
学
前
だ
け
で
も
医
療

費
助
成
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
べ

き
。❷
本
市
の
国
保
料
は
協
会
け
ん
ぽ
の
１
．

８
倍
。せ
め
て
子
ど
も
の
均
等
割
り
は
軽
減

す
べ
き
。

❶
本
市
で
は
平
成
29
年
10
月
か
ら

助
成
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
に
拡

大
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、現
時
点
に
お
い
て
所

得
制
限
を
撤
廃
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
独
自
の
減
免
措
置
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

保
育
所
周
辺
な
ど
で
は
車
の
減
速

を
促
す
看
板
設
置
を
求
め
ま
す
。

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
安
全
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

答 問１

答答

問2

問3

ラン
ドセル・カバンを軽く！
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定例会 一般質問第3回

　　　　

▲多賀城碑（国指定重要文化財）

パ
リ
・ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
大
聖
堂

の
大
火
災
を
受
け
、文
化
庁
は
❶
都

道
府
県
に
防
火
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
通

知
❷
文
化
財
の
防
火
対
策
指
針
を
ま
と
め
、

長
官
名
で「
文
化
財
は
火
災
な
ど
で
滅
失
き

損
す
れ
ば
、再
び
回
復
す
る
こ
と
が
不
可
能

な
国
民
の
財
産
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。「
通

知
」と「
指
針
」に
対
応
し
て
、多
賀
城
碑
の
防

火
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

文
化
庁
が
令
和
元
年
９
月
２
日
に

示
し
た
文
化
財
の
防
火
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、「
国
宝
・
重
要
文
化
財（
建
造

物
）の
防
火
対
策
」と「
国
宝
・
重
要
文
化
財

（
美
術
品
）を
保
管
す
る
博
物
館
等
の
防
火

対
策
」の
２
つ
で
す
。多
賀
城
碑
は「
古
文
書
」

と
し
て
の
指
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当
該
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
内
容
を
参
考
と
し
な
が
ら
、防
火
対
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

桜
木
災
害
公
営
住
宅
ゴ
ミ
集
積
所

の
仕
様
を
変
え
、金
網
状
に
改
良
す

る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木
住
宅
自
治
会
か
ら
相
談
を
受

け
て
お
り
、現
状
や
問
題
点
は
十
分

認
識
し
て
お
り
ま
す
。自
治
会
と
話
し
合
い

を
持
つ
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、も
う
少

し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。　

宮
内
地
区
内
の
市
道
社
三
号
線
の

一
方
通
行
路
に
、「
一
方
通
行
」と

「
進
入
禁
止
」標
識
を
設
置
す
る
こ
と
。

現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、道
路

標
識
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、塩
釜
警
察
署
に
標
識
設
置
を
依
頼
し
ま

し
た
。

吉
田
　
瑞
生

自
由
民
主
党

多
賀
城
碑
の
防
火
対
策

桜
木
災
害
公
営
住
宅

ゴ
ミ
集
積
所
の
改
良

宮
内
地
区
内
交
通
安
全

標
識
の
設
置

❶❷❸森  

長
一
郎

自
由
民
主
党

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

❶❷

答 問１

答答

問2

問3

昨
年
度
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
分
の

歳
入
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

❶
ど
の
よ
う
な
事
業
に
影
響
が
出
て
い
る

の
か
。❷
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

❶
❷
ご
指
摘
の
寄
付
財
源
に
つ
い

て
は
、経
常
的
な
事
業
へ
の
充
当
は

行
っ
て
お
ら
ず
、直
ち
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、市
債

の
借
入
れ
や
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
で

予
算
を
調
製
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、

影
響
は
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

返
礼
品
の
充
実
は
も
と
よ
り
、ア
ピ
ー
ル
の

仕
方
に
も
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
参
り
ま
す
。ま

た
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

❶
免
許
返
納
者
や
高
齢
者
の
外
出

機
会
創
出
の
公
共
交
通
機
関
の
優

遇
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。❷

そ
の
反
面
、高
齢
者
の
運
転
継
続
で
介
護
度

が
緩
和
さ
れ
て
い
る
旨
の
報
道
が
あ
っ
た

が
、当
局
に
お
い
て
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
の
定
期
的
な
指
導
や
ケ
ア
は
お
考

え
か
。

❶
免
許
返
納
者
や
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
確
保
は
、重
要
な
課
題
と

認
識
し
、全
庁
的
に
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
。❷
市
で
は
、高
齢
者
交
通
安
全
講
習
会

を
年
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
他
に
も

運
転
技
術
や
身
体
機
能
を
再
確
認
し
、運
転

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
講
習
会
が
定

期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

答 問１

答

問2

中
田
　
定
行

日
本
共
産
党

生
活
に
身
近
な
市
民
バ
ス
改
善
を

水
道
事
業
を
民
間
企
業
に

委
ね
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か

❶❷

❶
バ
ス
利
用
料
金
の
半
額
化
。❷
敬

老
乗
車
証
の
発
行
。❸
運
行
経
路

や
停
留
所
、運
行
時
間
の
見
直
し
。❹
自
動

車
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
無
料
パ
ス
の
発

行
。❺
宮
交
バ
ス
汐
見
台
団
地
路
線
も
料
金

軽
減
の
対
象
に
。❻
バ
ス
が
通
ら
な
い
、バ
ス

停
が
遠
い
地
域
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
。

❶
❷
運
賃
は
現
行
の
ま
ま
継
続
さ

せ
て
い
た
だ
き
、75
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
す
る
運
賃
半
額
化
を
引
き
続
き
検

討
し
ま
す
。❸
直
ち
に
見
直
す
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
を
踏
ま

え
、適
宜
改
善
し
ま
す
。❹
バ
ス
事
業
者
な
ど

と
協
議
し
ま
す
。❺
民
間
事
業
者
の
運
賃
に

は
言
及
で
き
ま
せ
ん
。❻
現
行
の
公
共
交
通

を
維
持
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

❶
水
道
を
民
間
任
せ
に
し
て
い
い

の
か
。❷
県
民
へ
丁
寧
な
説
明
を
。

❸
世
界
で
の
民
営
化
の
失
敗
は
。❹
水
の
安

全
性
の
確
保
、水
道
料
金
値
上
リ
ス
ク
、多
賀

城
市
へ
の
影
響
は
。❺
企
業
秘
密
で
、情
報
の

非
公
開
は
。❻
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
対
応

は
。

❶
県
の
適
切
な
検
証
が
な
さ
れ
て

お
り
、民
間
任
せ
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。❷
❺
丁
寧
な
説
明
と
情
報
提

供
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。❸
海
外
の
事
例

を
踏
ま
え
、万
全
な
体
制
で
事
業
運
営
が
な

さ
れ
る
よ
う
今
後
の
動
向
に
注
意
し
ま
す
。

❹
安
全
性
の
確
保
は
図
ら
れ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。長
期
的
な
料
金
水
準
の
動
向
を
注

視
し
ま
す
。❻
健
全
で
持
続
的
な
水
道
事
業

の
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

答 問１

答

問2

議会の傍聴にぜひお越しください。
次回の定例会は

１２月９日（月）から１２月２０日（金）の予定です。
◆正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・市ホームページでお知らせ
します。
◆定例会本会議、予算・決算特別委員会はインターネットでもご覧いた
だけます。
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定例会 一般質問第3回

　　　　

▲多賀城碑（国指定重要文化財）

パ
リ
・ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
大
聖
堂

の
大
火
災
を
受
け
、文
化
庁
は
❶
都

道
府
県
に
防
火
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
通

知
❷
文
化
財
の
防
火
対
策
指
針
を
ま
と
め
、

長
官
名
で「
文
化
財
は
火
災
な
ど
で
滅
失
き

損
す
れ
ば
、再
び
回
復
す
る
こ
と
が
不
可
能

な
国
民
の
財
産
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。「
通

知
」と「
指
針
」に
対
応
し
て
、多
賀
城
碑
の
防

火
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

文
化
庁
が
令
和
元
年
９
月
２
日
に

示
し
た
文
化
財
の
防
火
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、「
国
宝
・
重
要
文
化
財（
建
造

物
）の
防
火
対
策
」と「
国
宝
・
重
要
文
化
財

（
美
術
品
）を
保
管
す
る
博
物
館
等
の
防
火

対
策
」の
２
つ
で
す
。多
賀
城
碑
は「
古
文
書
」

と
し
て
の
指
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当
該
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
内
容
を
参
考
と
し
な
が
ら
、防
火
対
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

桜
木
災
害
公
営
住
宅
ゴ
ミ
集
積
所

の
仕
様
を
変
え
、金
網
状
に
改
良
す

る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木
住
宅
自
治
会
か
ら
相
談
を
受

け
て
お
り
、現
状
や
問
題
点
は
十
分

認
識
し
て
お
り
ま
す
。自
治
会
と
話
し
合
い

を
持
つ
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、も
う
少

し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。　

宮
内
地
区
内
の
市
道
社
三
号
線
の

一
方
通
行
路
に
、「
一
方
通
行
」と

「
進
入
禁
止
」標
識
を
設
置
す
る
こ
と
。

現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、道
路

標
識
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、塩
釜
警
察
署
に
標
識
設
置
を
依
頼
し
ま

し
た
。

吉
田
　
瑞
生

自
由
民
主
党

多
賀
城
碑
の
防
火
対
策

桜
木
災
害
公
営
住
宅

ゴ
ミ
集
積
所
の
改
良

宮
内
地
区
内
交
通
安
全

標
識
の
設
置

❶❷❸森  

長
一
郎

自
由
民
主
党

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

❶❷

答 問１

答答

問2

問3

昨
年
度
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
分
の

歳
入
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。

❶
ど
の
よ
う
な
事
業
に
影
響
が
出
て
い
る

の
か
。❷
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

❶
❷
ご
指
摘
の
寄
付
財
源
に
つ
い

て
は
、経
常
的
な
事
業
へ
の
充
当
は

行
っ
て
お
ら
ず
、直
ち
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、市
債

の
借
入
れ
や
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
で

予
算
を
調
製
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、

影
響
は
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

返
礼
品
の
充
実
は
も
と
よ
り
、ア
ピ
ー
ル
の

仕
方
に
も
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
参
り
ま
す
。ま

た
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

❶
免
許
返
納
者
や
高
齢
者
の
外
出

機
会
創
出
の
公
共
交
通
機
関
の
優

遇
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。❷

そ
の
反
面
、高
齢
者
の
運
転
継
続
で
介
護
度

が
緩
和
さ
れ
て
い
る
旨
の
報
道
が
あ
っ
た

が
、当
局
に
お
い
て
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
の
定
期
的
な
指
導
や
ケ
ア
は
お
考

え
か
。

❶
免
許
返
納
者
や
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
確
保
は
、重
要
な
課
題
と

認
識
し
、全
庁
的
に
研
究
を
進
め
て
お
り
ま

す
。❷
市
で
は
、高
齢
者
交
通
安
全
講
習
会

を
年
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
他
に
も

運
転
技
術
や
身
体
機
能
を
再
確
認
し
、運
転

技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
講
習
会
が
定

期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

答 問１

答

問2

中
田
　
定
行

日
本
共
産
党

生
活
に
身
近
な
市
民
バ
ス
改
善
を

水
道
事
業
を
民
間
企
業
に

委
ね
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か

❶❷

❶
バ
ス
利
用
料
金
の
半
額
化
。❷
敬

老
乗
車
証
の
発
行
。❸
運
行
経
路

や
停
留
所
、運
行
時
間
の
見
直
し
。❹
自
動

車
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
無
料
パ
ス
の
発

行
。❺
宮
交
バ
ス
汐
見
台
団
地
路
線
も
料
金

軽
減
の
対
象
に
。❻
バ
ス
が
通
ら
な
い
、バ
ス

停
が
遠
い
地
域
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
。

❶
❷
運
賃
は
現
行
の
ま
ま
継
続
さ

せ
て
い
た
だ
き
、75
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
す
る
運
賃
半
額
化
を
引
き
続
き
検

討
し
ま
す
。❸
直
ち
に
見
直
す
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
を
踏
ま

え
、適
宜
改
善
し
ま
す
。❹
バ
ス
事
業
者
な
ど

と
協
議
し
ま
す
。❺
民
間
事
業
者
の
運
賃
に

は
言
及
で
き
ま
せ
ん
。❻
現
行
の
公
共
交
通

を
維
持
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

❶
水
道
を
民
間
任
せ
に
し
て
い
い

の
か
。❷
県
民
へ
丁
寧
な
説
明
を
。

❸
世
界
で
の
民
営
化
の
失
敗
は
。❹
水
の
安

全
性
の
確
保
、水
道
料
金
値
上
リ
ス
ク
、多
賀

城
市
へ
の
影
響
は
。❺
企
業
秘
密
で
、情
報
の

非
公
開
は
。❻
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
対
応

は
。

❶
県
の
適
切
な
検
証
が
な
さ
れ
て

お
り
、民
間
任
せ
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。❷
❺
丁
寧
な
説
明
と
情
報
提

供
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。❸
海
外
の
事
例

を
踏
ま
え
、万
全
な
体
制
で
事
業
運
営
が
な

さ
れ
る
よ
う
今
後
の
動
向
に
注
意
し
ま
す
。

❹
安
全
性
の
確
保
は
図
ら
れ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。長
期
的
な
料
金
水
準
の
動
向
を
注

視
し
ま
す
。❻
健
全
で
持
続
的
な
水
道
事
業

の
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

答 問１

答

問2

議会の傍聴にぜひお越しください。
次回の定例会は

１２月９日（月）から１２月２０日（金）の予定です。
◆正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・市ホームページでお知らせ
します。
◆定例会本会議、予算・決算特別委員会はインターネットでもご覧いた
だけます。

20たがじょう　市議会だより

一
般
質
問

一
般
質
問

21 たがじょう　市議会だより



編
集
後
記

　
令
和
元
年
９
月
１
日
の
市
議
会
改
選
後
、残
暑
の
中
か
ら
約
１
カ
月
に

渡
る
、第
３
回
定
例
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、今
回
の
決
算
審
議
で
は
、復
興
拠
点
整
備
が
大
き
く
前
進
し
た

決
算
と
な
り
ま
し
た
。決
算
審
議
が
終
了
し
、補
正
予
算
も
終
結
を
迎

え
、議
会
一
般
質
問
も
終
盤
に
向
か
っ
た
所
に
、台
風
19
号
の
災
害
が
関

東
東
北
、宮
城
県
内
、そ
し
て
、多
賀
城
市
に
ま
で
、襲
っ
て
く
る
と
い
う

結
末
に
誰
が
予
想
を
し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。本
市
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

防
災
減
災
対
策
の
取
り
組
み
や
、震
災
復
興
事
業
で
の
下
水
道
整
備
事

業
な
ど
が
、被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
確
信
い
た

し
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、被
害
地
域
に
つ
い
て
は
、課
題
を
検
証
し
早

急
な
対
策
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
悔
や
み
と
、お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、一
日
も
早
く
復
旧
復
興
さ
れ
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
議
会
改
選
に
よ
り
、広
報
特
別
委
員
会
の
委
員
も
新
た
に
編
成
さ
れ
、

私
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
て
、６
名
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
２
年
間
、副
委
員
長
を
は
じ
め
、委
員
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
頂
き
、力
を
合
わ
せ
て
、編
集
活
動
に
頑
張
っ
て
ま
い
る
決

意
で
す
。今
後
も
議
会
だ
よ
り
を
、ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
齋
藤
　
裕
子
） 

広報特別委員会

❶これまで条例や公共工事などの予算・決算以外の議案については、本会議において議員全員で
　審議していました。これからは、所管の常任委員会や特別委員会に付託して議案を審査します。
❷本会議に会派の代表による「総括質議」を導入します。
❸本会議での発言を事前通告制にします。
❹本会議での質疑に時間制限を設けます。

議会のしくみ
多賀城市議会は令和元年12月の定例会から変わります！

新しい市議会の流れ

各常任委員会、特別委員会
委員会付託議案の審査
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質　　疑

討　　論

採　　決

本会議

⬇

⬇

⬇

本会議

議会に提出される議案は年々、複雑・
高度化しているから、議員が分担し
て、委員会で専門的・効率的に審査す
ることにしたんだね！

●主にどんなことが変わるの？

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

ひとこと
議会を傍聴したみなさんからの感想や意見です。

私も

竹谷 颯さん（仙台市在住）
初めて議会を見た。この様に話が進行していると知らず、いい経験だった。

熊谷 敏晴さん（東田中在住）

毎年の総合防災訓練や各町内会における防災訓練をはじめ、広報活動、防災マップなどの整備はかな
り進んでいるが、本気度のある防災訓練や、高齢者や障害者など災害弱者への「声かけ運動」は、市民
が安心できる状況にはない。市議会開催中に発生した史上最強の台風１９号の影響は、多賀城市にも及
んだ。市議会においては、千葉県などに甚大な被害をもたらした台風１５号を踏まえ、自然災害の対策
の見直しを検討したとは思えない。市議会にも、行政任せだけではない定期的な「防災対策会議」を開
催することを検討してはいかがであろうか。

新しいメンバーで
これから頑張ります！

たがじょう
市議会だより
編集風景
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▲奈良県　東大寺総合文化センター　金鐘ホールにて
　「奈良と東北の子どもたち交流コンサート」

一般質問
あんなこと こんなこと 議論の足跡
平成30年度決算賛成・反対討論
議会のしくみ第3回定例会結果

TAG A J O

決算議会

今 回 の 表 紙

　友好都市締結10周年を記念し、夏休み中に、山王小学
校ほなみ合唱団と市内小学６年生の希望者28人が奈良
を訪問してきました。２日間の市内の子どもたち同士の交
流を通して、初めて会ったときは緊張していたようですが、
徐々に仲良くなり、楽しく過ごすことができました。
　また、奈良だけではなく、他の県の子どもたちとも歌を
通して交流してきました。東大寺の金鐘ホールでは、
「Believe」「南風に乗って」「小さな花」の３曲を発表し、見
てくださった方々から大きな拍手を頂きました。

　さらに、燈花会散策や奈良公園での鹿寄せ、東大寺の大
仏殿での歌の奉納なども行い、子どもたちは貴重な体験
をしてくることができました。子どもたちからも、「たくさ
んの人と交流ができて楽しかった。」「普通の人が行けない
ような所に行くことができてうれしかった。」などの感想が
ありました。
　最後になりましたが、市の方々のたくさんの支援があ
り、大きな事故もなく終えることができました。心より感
謝いたします。

（多賀城市立山王小学校　多胡　遼子　教諭）

▲東大寺にて ▲奈良公園にて

発行／多賀城市議会　編集／広報特別委員会
〒985-8531 宮城県多賀城市中央2-1-1

［ 電話 022-368-1141　FAX 022-368-1397 ］

奈良と東北の子どもたちの
交流コンサート

議会新体制発足

　今からおおよそ1270年前、奈
良の大仏様に塗る黄金が不足して
いた時、涌谷町で発見された黄金
900両（約13kg）を陸奥守百済王
敬福（むつのかみくだらのこにき
しきょうふく）が献上したことから
続くご縁で平成２２年、本市と奈
良市が友好都市を締結して交流
を行っています。昨年の東大寺展
の折には奈良市の皆さんが本市
を訪れ「奈良と東北の子どもたち

交流コンサート」が行われました。今年の８月10日、１１日に、招待を受け市内小学生28名が参加し素晴らしい歌声を大
仏様の前で披露したとのことです。今後とも素晴らしい交流を続けていただきたいと思います。
　以下は引率していただいた多胡遼子先生に子どもたちの様子を一筆お願いいたしました。

（レポーター　鈴木　新津男）
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